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全国刀剣商業協同組合は創立から30年を
迎えました。そこで「組合30年の歩み」を
企画しています。組合の行事や歴史に
関わる写真や資料をお持ちでしたら、
ぜひご提供をお願いします。

ら
れ
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
刀
剣
は
美
術
品
と
し
て
の

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
の
発
足

三
十
周
年
に
当
た
る
平
成
三
十
年
三

月
十
七
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
で
開

催
さ
れ
た
特
別
交
換
会
に
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
大
会
と

い
う
こ
と
で
、
多
く
の
お
客
さ
ま
を

お
迎
え
し
て
、
盛
大
な
も
の
で
し
た
。

　

売
り
手
・
買
い
手
と
も
に
力
の
こ

も
っ
た
激
し
い
セ
リ
に
緊
張
感
が
み

な
ぎ
り
、
時
に
は
冗
談
や
笑
い
の
飛

び
交
う
「
こ
れ
ぞ
刀
剣
会
！
」
と
言

う
べ
き
空
気
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
全
刀
商
に
入
会
を
お
許

し
い
た
だ
き
、
は
や
一
年
に
な
り
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
も
実
力
も
乏
し
い
な

が
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
雰

囲
気
が
大
好
き
で
す
。
一
刻
も
早
く

　

交
換
会
は
清
水
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
客
員
の
方
々
の
ご
紹
介
で
開
会

し
ま
し
た
。
関
西
か
ら
ご
参
加
い
た

だ
い
た
客
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
猿
田

理
事
を
中
心
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
案
内
に
は
、
組
合
が
事

前
に
一
般
か
ら
買
い
入
れ
た
刀
剣
・

刀
装
具
類
の
出
品
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
同
封
し
ま
し
た
。
古
刀
の
重
要
刀

剣
や
、
新
刀
・
新
々
刀
を
代
表
す
る

刀
工
の
作
品
二
十
振
と
刀
装
具
約
二

十
点
で
す
。

　

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
注
目
度
の
高

い
交
換
会
と
な
り
、八
十
名
以
上
の
参

加
で
賑
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
別
交
換
会
の
開
催
が
昨

年
末
の
理
事
会
で
決
議
さ
れ
て
か
ら

は
、出
品
点
数
を
通
常
交
換
会
よ
り
も

増
や
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、全
て

の
理
事
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

客
員
の
元
気
な
買
い
方
の
声
に
他

の
出
席
者
も
同
調
し
、
特
別
交
換
会

な
ら
で
は
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
相
場
と

な
り
、
刀
剣
価
格
が
安
定
期
か
ら
上

昇
期
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
ず
に
は
い

　

三
月
十
七
日
、
東
京
美
術
倶
楽

部
に
お
い
て
組
合
主
催
に
よ
る
特

別
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
組
合
の
活
動
に
ご

賛
同
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
月
十
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る

通
常
交
換
会
で
す
が
、
三
月
は
組

合
員
以
外
の
方
々
も
客
員
と
し
て

招
待
し
、
交
流
を
通
し
て
業
界
の

さ
ら
な
る
活
性
化
と
向
上
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
交
換
会
終
了
後
は

懇
親
会
を
催
し
、
組
合
員
・
客
員

の
方
々
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
交
換
会
は
午
前
十
時
の
開

始
で
す
が
、
特
別
交
換
会
は
一
時

間
遅
ら
せ
午
前
十
一
時
の
開
会
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
遠
方
か
ら
の

ご
参
加
へ
の
配
慮
と
、
会
終
了
後

の
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
て
懇
親

会
場
へ
円
滑
に
移
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
で
す
。

ウ
エ
ー
ト
が
大
き
い
だ
け
に
、
価
格

は
常
に
経
済
に
左
右
さ
れ
て
お
り
、

交
換
会
の
相
場
は
経
済
を
見
る
一
つ

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
交
換
会
に
お
い
て
刀
剣
類
の
相

場
感
を
養
う
こ
と
は
、
刀
剣
商
の
さ

ら
な
る
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
的

と
し
て
始
動
し
た
刀
剣
評
価
査
定
士

の
認
定
を
受
け
る
重
要
な
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

売
り
手
と
買
い
手
の
プ
ロ
が
、
ガ

ッ
プ
リ
四
つ
に
組
み
、
新
た
な
客
員

の
方
々
も
交
え
た
特
別
交
換
会
に

は
、
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
記
念
に
参
加
者
全
員
に

よ
る
写
真
の
撮
影
も
行
わ
れ
、
午
後

四
時
、
特
別
交
換
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は

た
く
さ
ん
の
ご
出
品
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
組
合
の
発
展
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

馴
染
ん
で
、
本
当
の
意
味
で
の
全
刀

商
の
会
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ほ
ど
良
い
緊
張
感
の
大
会
の
後
は

懇
親
会
で
す
。
こ
の
日
は
伊
波
副
理

事
長
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
中
華
料
理

の
老
舗
で
あ
る
新し

ん

橋き
よ
う

亭
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

料
理
長
の
ご
好
意
で
十
六
年
物
の

と
ろ
け
ん
ば
か
り
に
美
味
し
い
紹
興

酒
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
お
料
理
は

北
京
料
理
と
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

　

仕
事
中
は
忙
し
く
な
か
な
か
お
話

し
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
時

あ
ら
た
め
て
諸
先
輩
方
に
ご
挨
拶
申

し
上
げ
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
す
る
こ

盛会だった懇親会

特別交換会風景

客
員
も
交
え
て
八
十
名
を
迎
え

特
別
交
換
会
と
懇
親
会
を
開
催

特別交換会参加者の記念写真

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
仕

事
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
ご
教
授
い

た
だ
き
、
一
方
で
は
楽
し
い
お
話
に

抱
腹
絶
倒
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二

時
間
で
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
大
会
を
運
営
す
る
の

は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
理
事
の
皆
さ
ま
、
諸

先
輩
方
の
企
画
・
行
動
あ
っ
て
の
こ

と
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
変
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組

合
の
弥
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

（
美
術
刀
装
具
石
井
・
石
井
理
子
）

全
刀
商
の
特
別
交
換
会･

懇
親
会
に
参
加
し
て
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「 刀 剣 評 価 鑑 定 士 」 紙 上 模 擬 試 験
【問54】　容

か た ち

彫
ぼ

りとは、主にどの刀装具に使われる名
称か。次の中から正しいものを選びなさい。
①目貫　　②鐔

【問55】　江戸時代中期から後期にかけて栄え、代々
の嫡流が味墨の号を用いた金工一派は何家か。次
の中から正しいものを選びなさい。
①浜野家　　②菊岡家

【問56】　蝶番を使わないものはどれか。次の中から
正しいものを選びなさい。
①二枚胴具足　　②大鎧

【問57】　兜と胴の間に装着される防具で顔面に装着
しないものはどれか。次の中から正しいものを選
びなさい。
①眼の下頬当て　　②喉輪

【問58】　１領の当世具足に対し、同一デザイン・同
一寸法の鎧櫃が２つ付属する例がある。次の中か
ら正しい呼称を選びなさい。
①一荷櫃　　②二荷櫃

【問59】　次の甲冑師集団のうち、九州で活躍したの
は何派か。正しいものを選びなさい。
①早乙女派　　②宮田派

【問60】　現存する火縄銃の中で最も多数を占めてい
る製作集団は何か。次の中から正しいものを選び
なさい。
①阿波系鍛冶　　②国友系鍛冶

【問61】　管打式和銃はいつごろ製作されたか。次の
中から正しいものを選びなさい。
①慶長のころ　　②安政のころ

【問62】　登録証に記載されている火縄銃の口径の寸
法はどこを測るか。次の中から正しいものを選び
なさい。
①口径の内寸　　②口径の外寸

【問63】　日本国内において初めて火縄銃を紹介した
のは何国人か。次の中から正しいものを選びなさ
い。
①スペイン人　　②ポルトガル人

【問64】　兜は必ず鉄製である。○か×か。
【問65】　戦術の変化、武器の進歩、西洋甲冑の影響

などの要因により室町時代後期から安土桃山時代
にかけて生まれた甲冑を何と言うか。次の中から
正しいものを選びなさい。
①胴丸・腹巻　　②当世具足

【問66】　刀匠になるためには、一人の刀匠について
（　　）修業する必要がある。さらに文化庁が主
催する美術刀剣刀匠技術保存研修会を修了しなけ
ればならない。空欄に当てはまる正しい語句を下
から選びなさい。
①５年間　　②７年間

【問67】　刀匠が製作を許可される短刀・脇指の数は、
月に３振であるが、刀・太刀などの場合は（　　）
しか作刀することができない。空欄に当てはまる
正しい語句を下から選びなさい。
①１振　　②２振

【問68】　無鑑査刀匠とは、国の認定を受けた刀匠で
ある。○か×か。

【問69】　「日刀保たたら」は島根県安来市にある。
○か×か。

【問70】　たたら操業を行う技術責任者を「村
む ら

下
げ

」と
言う。○か×か。

【問71】　現代刀に入っていた所持者銘を消したが、
銃砲刀剣類登録証は内容変更の再交付手続きはし
なくてよい。○か×か。

【問72】　土取り（土置き）とは何か。次の中から正
しいものを選びなさい。
①刀の原料の砂鉄の採り方
②刀の焼刃土の塗り方

【問73】　刀剣は焼入れの際に、一瞬内反りとなった
後、本来の反りが生じる。○か×か。

【問74】　完成した刀身の茎（中心）に刀匠の銘を入
れることを何と言うか。次の中から正しいものを
選びなさい。
①銘切り　　②銘彫り

【問75】　刀身の焼き入れの後で、出来や傷を確認す
るために刀匠本人が大まかに研ぐ作業を何と言う
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①初研ぎ　　②鍛冶押し

【問76】　白鞘に使用される木材は何か。次の中から
正しいものを選びなさい。
①朴　　②樫

【問77】　鎺を作る職人のことを何と呼ぶか。次の中
から正しいものを選びなさい。
①指物師　　②白銀師

【問78】　拵の下地を作る職人のことを何と呼ぶか。
次の中から正しいものを選びなさい。
①鞘師　　②研師

【問79】　刀を研ぐ砥石の順番で正しいのはどれか。
次の中から正しいものを選びなさい。
①荒砥―備水砥―改正砥―名倉砥―細名倉砥―内

曇砥
②内曇砥―荒砥―備水砥―改正砥―名倉砥―細名

倉砥
【問80】　打ち粉の原料として多く使われているもの

は何か。次の中から正しいものを選びなさい。
①荒砥の粉末　　②内曇砥の粉末

【問81】　白く刃取りをしない刀の研ぎを何と言う
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①差し込み研ぎ　　②化粧研ぎ

【問82】　刀の切先を仕上げるときに使う道具を何と
言うか。次の中から正しいものを選びなさい。
①なるめ台　　②仕上げ台

【問83】　研磨において、仕上げ研ぎの最初の工程を
何と言うか。次の中から正しいものを選びなさい。
①刃艶　　②拭い

【問84】　仕上げ研ぎの順序は、刃艶―地艶―拭いで
ある。○か×か。

【問85】　白鞘などに使われる糊は、米飯を練った米
糊（続

そ く

飯
い

）である。○か×か。
【問86】　折紙には「代金子百枚」などと記されてい

るが、１枚は何両か。次の中から正しいものを選
びなさい。
①100両　　②10両

【問87】　重要美術品の認定が行われた期間はいつ
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①昭和３年～24年　　②昭和８年～24年

【問88】　刀剣の価格は、同じ製作者で長さ・身幅・
反りがほぼ等しくても、傷の有無などによって価
格に大きな隔たりが生じることがある。○か×か。

【問89】　特別重要刀剣とは、国の指定する重要文化
財に準ずる美術的価値の高い刀剣を基準にして審
査し、合格したものである。○か×か。

【問90】　平成29年１月現在、国宝に指定されている
刀剣類は何点か。次の中から正しいものを選びな
さい。
①122　　②250

【問91】　平成29年１月現在、重要文化財に指定され
ている刀剣・刀装具類の合計は何点か。次の中か
ら正しいものを選びなさい。
①787　　②1,200

【問92】　重要美術品に認定されている刀剣類は何点
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①999　　②2,000

【問93】　平成28年１月時点で、重要刀剣に指定され
ているのは何点か。次の中から正しいものを選び
なさい。
①11,571　　②25,341

【問94】　国宝指定品であっても、申請することによ
って海外に輸出することができる。○か×か。

【問95】　国宝および重要文化財の指定品であって
も、申請することによって許可されれば、個人で
所有することができる。○か×か。

【問96】　五畿内とはどこを指すか。次の中から正し
いものを選びなさい。
①山城・大和・和泉・河内・摂津
②備前・山城・大和・河内・摂津

【問97】　常陸国は刀剣鑑定上ではどの街道に当たる
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①東山道    ②東海道

【問98】　美濃国は刀剣鑑定上ではどの街道に当たる
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①北陸道    ②東山道

【問99】　刀剣史で重要な年号の応永は何年続いた
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①26年　　②34年

【問100】　江戸初期の明暦と寛文の間に入る年号は
何か。次の中から正しいものを選びなさい。
①万延　　②万治

出題は全 100 問。１時間取り組んで 80 問以上正しく答えられたら合格です。（正解は下欄）

正 解

【問１】②　　【問２】②　　【問３】×　　【問４】○　　【問５】○　　【問６】○　　【問７】②　　【問８】×　　【問９】②　　【問10】②
【問11】①　　【問12】①　　【問13】①　　【問14】○　　【問15】○　　【問16】○　　【問17】①　　【問18】②　　【問19】②　　【問20】①
【問21】②　　【問22】②　　【問23】×　　【問24】①　　【問25】②　　【問26】○　　【問27】○　　【問28】②　　【問29】②　　【問30】②
【問31】①　　【問32】①　　【問33】①　　【問34】④　　【問35】④　　【問36】③　　【問37】③　　【問38】②　　【問39】①　　【問40】①
【問41】①　　【問42】②　　【問43】②　　【問44】①　　【問45】②　　【問46】②　　【問47】①　　【問48】①　　【問49】①　　【問50】①
【問51】②　　【問52】②　　【問53】①　　【問54】①　　【問55】①　　【問56】②　　【問57】②　　【問58】①　　【問59】②　　【問60】②
【問61】②　　【問62】①　　【問63】②　　【問64】×　　【問65】②　　【問66】①　　【問67】②　　【問68】×　　【問69】×　　【問70】○
【問71】×　　【問72】②　　【問73】○　　【問74】①　　【問75】②　　【問76】①　　【問77】②　　【問78】①　　【問79】①　　【問80】②
【問81】①　　【問82】①　　【問83】①　　【問84】○　　【問85】○　　【問86】②　　【問87】②　　【問88】○　　【問89】○　　【問90】①
【問91】①　　【問92】①　　【問93】①　　【問94】×　　【問95】○　　【問96】①　　【問97】②　　【問98】②　　【問99】②　　【問100】②
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日本刀に対する振興議連の関心は高い
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【問１】　銃砲刀剣類を譲渡あるいは相続した場合、
（　　）に所有者変更届を登録の事務を行った都
道府県の教育委員会に提出しなければならない。
空欄に当てはまる正しい語句を下から選びなさい。
①すみやか　　②20日以内

【問２】　登録証現物ではなく写しを付帯して研磨を
依頼したが、問題はないか。正しいものを下から
選びなさい。
①現物紛失の恐れがあるので、写しでやむを得な

い
②登録証は刀剣類とともに移動しなければならな

い
【問３】　銃砲または刀剣類を自宅において発見した

際は、速やかに所轄の警察署に連絡し、発見した
ことを報告するが、その際に自宅内の安全な場所
に移動させてから電話することが重要である。○
か×か。

【問４】　業務その他正当な理由による場合を除い
て、模造刀剣類（金属で作られ、かつ刀剣類に著
しく類似する形態を有するもの）を携帯してはな
らない。○か×か。

【問５】 　「銃砲刀剣類登録証」を万一紛失した場合は、
台帳の控えに沿って発行元の都道府県教育委員会
に届け出て、その指示に従わなくてはならない。
○か×か。

【問６】　登録が許可される古式銃砲とは、日本製銃
砲にあっておおむね慶応３年（1867）以前に製作
されたもので、外国製についてもおおむねそれ以
前に日本に伝来した前装式銃であることを、客観
的資料等により証明できたものである。○か×か。

【問７】　名義変更は、前所有者と現所有者のどちら
が行わなくてはならないか。
①前所有者　　②現所有者

【問８】　無銘の刀を鑑定審査に出したところ、「長
船兼光」に極まったので、ペンで登録証に書き加
え、それとわかるものにした。○か×か。

【問９】　火縄銃を輸出する場合の手続きで、正しい
記述は次のどちらか。
①文化庁の古美術品輸出鑑査証明を取得しなけれ

ばならない
②文化庁の古美術品輸出鑑査証明と経済産業省の

輸出許可を取得しなければならない
【問10】　日本刀を輸出する場合の登録証の取り扱い

について、正しいものを次の中から選びなさい。
①刀に添付して輸出する
②輸出後に交付先都道府県教育委員会に返納する

【問11】　買い受けもしくは交換するため、または売
却もしくは交換の委託を受けるため、古物商以外
の者から古物を受け取ることができる場所はどこ
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①古物商の営業所または取引の相手方の住所もし

くは居所
②古物商の営業所または取引の相手方が指定した

場所
【問12】　日本刀を買い受け、もしくは交換し、また

は売却もしくは交換の委託を受けようとするとき
は、相手方の住所、氏名、職業および年齢を確認し
なければならないが、その義務が免除される金額
はいくらか。次の中から正しいものを選びなさい。
①１万円以下　　②３万円以下

【問13】　品触れを受けたときは、当該品触れに係る
書面に到達の日付を記載し、その日からこれを保
存しなければならないが、その期間はどれだけか。
次の中から正しいものを選びなさい。
①６カ月間　　②１カ月間

【問14】　防犯三大義務とは、「取引相手の確認義務」
「不正品の申告義務」「帳簿等への記録義務」であ
る。○か×か。

【問15】　古物商許可を受けてから６カ月以内に営業
を開始しなかったり、６カ月以上営業を休止する
と、許可が取り消される場合がある。○か×か。

【問16】　ホームページのトップページには、「古物
商の氏名または法人の名称」「許可をした公安委
員会の名称」「許可証の番号」の３点を表示しな
ければならない。○か×か。

【問17】　古物商の欠格事由で、正しいのはいずれか。
①古物営業の許可を取り消されてから、５年を経

過しない者
②古物営業の許可を取り消されてから、３年を経

過しない者

【問18】　古物商本人が行商を行うときには古物商許
可証を携帯しなければならないが、古物商が従業
者に行商を行わせるときに携帯させなければなら
ないのは、下のいずれか。
①自動車免許証などの身分証明証
②行商従業者証

【問19】　古物商が一般人から入手した古物が盗品ま
たは遺失物であった場合、被害者等が無償でその
古物の返還を請求できる期間で正しいのは、次の
いずれか。
①その盗難または遺失のときから１年間
②その盗難または遺失のときから２年間

【問20】　古物の買入および売却の記録（帳簿、伝票
等）を営業所等に保存しておかなければならない
期間で正しいのは、次のいずれか。
①最終記録日から３年間
②最終記録日から５年間

【問21】　管理者の設置義務についての説明で正しい
のは、次のうちどれか。
①同一の都道府県内では、古物商の代表者は複数

の営業所の管理者になれる
②同一の都道府県内であっても、古物商の代表者

は複数の営業所の管理者になれない
【問22】　出張買い取りの場合、クーリングオフが適

用されるが、適用期間は書面の交付された日から
何日以内か。次の中から正しいものを選びなさい。
①３日　　②８日

【問23】　絶滅危惧種とされる生き物を保護する条約
（ワシントン条約）の対象生物の毛皮・象牙・鮫
皮等の一部を使用していても、江戸時代の骨董品
であれば、条約違反とならずに輸出は可能である。
○か×か。

【問24】　次のうち、いずれが正しいか。
①象牙の製品はワシントン条約で国際取引が規制

されているが、国内の取引は、特定国際種事業
者であれば扱える

②象牙の製品はワシントン条約で国際取引が規制
されているが、国内の取引は、古物商事業者で
あれば扱える

【問25】　象牙の原材料や製品、ウミガメ科の背甲や
端材を取り扱う事業（特定国際事業）を行う者は、

「種の保存法」に基づく届出が必要であるが、そ
の届出先はどこか。次の中から正しいものを選び
なさい。
①総務大臣　　②環境大臣および経済産業大臣

【問26】　全形を保持した象牙（生牙・磨牙・彫牙）
やタイマイ等の甲

こ う

は、一般財団法人自然環境研究
センターで登録され、登録票の交付を受けたもの
でなければ、譲渡し等をすることはできない。○
か×か。

【問27】　相続などで一般人が自宅にある象牙などの
工芸品を１回だけ取引・譲渡する場合で、数点で
あれば、特定国際種事業者の事業者届を出す必要
はない。○か×か。

【問28】　刃長とはどこからどこの長さか。次の中か
ら正しいものを選びなさい。
①切先の先端から茎（中心）の先端までを結ぶ直線
②切先の先端から棟区まで結ぶ直線

【問29】　刀の切れ味を示す言葉で業物があり、４段
階の位列がある。２番目に良いとされるのは何か。
次の中から正しいものを選びなさい。
①良業物　　②大業物

【問30】　真の棟、行の棟、草の棟を順に正しく言い
換えているのはどちらか。次の中から正しいもの
を選びなさい。
①庵棟、三つ棟、丸棟　　②三つ棟、庵棟、丸棟

【問31】　朱銘についての正しい記述はどちらか。次
の中から選びなさい。
①本阿弥家が生ぶ無銘に対して朱漆で書き入れた

刀工銘
②本阿弥家が大磨上げ無銘に対して朱漆で書き入

れた刀工銘
【問32】　刀身彫刻で不動明王を意味するものは何

か。次の中から正しいものを選びなさい。
①倶利伽羅龍　　②珠追い龍

【問33】　越前守や和泉守などの国司の称号を茎に刻
している例がある。これを何と言うか。次の中か
ら正しいものを選びなさい。
①受領銘　　②大名銘

【問34】　次の［　］の中から誤りを１つ選びなさい。
　本庄義胤は正秀や直胤の作品に彫物を彫っている

が、彫同作のある刀工としては［①栗原信秀、②
月山貞一、③逸見義隆、④山浦真雄］が有名である。

【問35】　次の［　］の中から誤りを１つ選びなさい。
　茎（中心）に菊紋を切った大坂新刀の刀工には［①

井上真改、②近江守久道、③丹波守吉道、④近江
守助直］らがいる。

【問36】　次の［　］の中から誤りを１つ選びなさい。
　８代将軍徳川吉宗から一葉葵紋を賜った刀工には
［①一平安代、②主水正正清、③越前康継、④筑
前信国重包］がいる。

【問37】　次の［　］の中から正しいものを１つ選び
なさい。

　国宝に指定されている刀剣は現在122点あるが、
その中で最も多く指定されているのは［①正恒、
②長光、③正宗］の９点である。

【問38】　次の［　］の中から正しいものを選びなさ
い。

　本阿彌家は研師として室町時代から代々続く家柄
であり、鑑定にも長じていたため、幕府お抱えの
鑑定家となった。「刀剣鑑定所」を創設したのは［①
８代光刹、②９代光徳、③10代光室］である。

【問39】　次の［　］の中から正しいものを選びなさ
い。

　古書では日本刀の祖は天国と言われているが、相
州鍛冶の祖は［①新藤五国光、②正宗］である。

【問40】　次の［　］の中から正しいものを選びなさ
い。

　古書では日本刀の祖は天国と言われているが、新
刀の祖は［①埋忠明寿、②堀川国広］である。

【問41】　一般に「応永備前の三光」と言われる刀工
で正しいのは次のどちらか。

　①盛光、康光、師光　　②盛光、康光、景光
【問42】　南北朝時代の相州広光・秋広、山城の長谷

部国重などによって始められ、その後各地で盛ん
に焼かれた刃文は何か。次の中から正しいものを
選びなさい。
①簾刃　　②皆焼

【問43】　二代河内守国助が得意とした刃文は、次の
どれか。正しいものを選びなさい。
①片落ち互の目　　②拳形丁子乱れ

【問44】　現代にまで代々伝わる月山一門が得意とす
る肌を何と言うか。次の中から正しいものを選び
なさい。
①綾杉肌　　②梨子地肌

【問45】　三所物とは、同じ作者が同じ意匠で製作し
た揃金具である。その組み合わせは何か。次の中
から正しいものを選びなさい。
①鐔・小柄・笄　　②小柄・笄・目貫

【問46】　江戸時代の名工で、「奈良三作」と呼ばれる
金工は誰か。次の中から正しいものを選びなさい。
①浜野政随・杉浦乗意・土屋安親
②奈良利寿・杉浦乗意・土屋安親

【問47】　拵の鞘や白鞘の内側に、脱着可能な鞘が二
重に設けられている例がある。これを何と言うか。
次の中から正しいものを選びなさい。
①入

い れ

子
こ

鞘　　②休め鞘
【問48】　刀装具の素材となる四分一とは、主に銅と

何の合金か。次の中から正しいものを選びなさい。
①銀　　②亜鉛

【問49】　鐔表の茎(中心)孔を中心として左右に孔が
開けられている場合、小柄の櫃孔はどちらか。次
の中から正しいものを選びなさい。
①左　　②右

【問50】　短刀の拵で鐔のない形式を何と言うか。次
の中から正しいものを選びなさい。
①合口拵　　②小さ刀拵

【問51】　山銅の地金はどういうものか。次の中から
正しいものを選びなさい。
①精錬された銅　　②精錬されていない銅

【問52】　太刀鎺で一般に見られるのはどちらか。次
の中から正しいものを選びなさい。
①二重　　②一重

【問53】　和歌山県の寺の名前に由来し、黒漆による
下塗りに朱漆塗りを施し、使い込まれることで黒
赤の自然な模様が生み出される技法を何と言う
か。次の中から正しいものを選びなさい。
①根

ね

来
ご ろ

塗　　②呂色塗

「刀剣評価鑑定士」紙上模擬試験に CHALLENGE してみよう!
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昭
和
二
十
年
の
終
戦
か
ら
数
カ
月
は
、

日
本
刀
は
機
関
銃
な
ど
と
同
様
に
武
器

と
見
な
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
基
づ

い
て
接
収
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
人
た
ち
の
努
力
で
、
美

術
品
と
認
め
ら
れ
る
日
本
刀
に
対
し
て

は
、
審
査
を
経
て
所
持
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
ま
し
た
。

　

紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
十

五
年
十
一
月
二
十
日
に
「
銃
砲
刀
剣
類

等
所
持
取
締
令
」
が
施
行
に
な
り
、
翌

年
二
～
三
月
か
ら
都
道
府
県
ご
と
に

「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」（
以
下
、
登
録

証
）
の
発
行
が
始
ま
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
名
刀
で
も
所
持
で
き
な
か
っ

た
最
初
の
時
期
、
次
に
美
術
的
価
値
の

あ
る
日
本
刀
の
み
が
所
持
を
許
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
相
続
や
譲
渡
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
時
間
を

要
し
た
こ
と
も
認
識
し
て
お
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
「
所
有
者
変
更
届
」
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
登
録

証
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
「
銃
砲
刀
剣

類
等
所
持
取
締
令
制
定
案
の
要
綱
に
つ

い
て
」（
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
第
三

次
吉
田
内
閣
次
官
会
議
資
料
）
に
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
項
は
十
五

項
目
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
有
者

変
更
に
関
す
る
箇
所
を
抜
粋
す
る
と
、

「
三
、
文
化
財
保
護
委
員
会
の
登
録
を

受
け
た
刀
剣
類
及
び
銃
砲
は
、
何な

ん

人ぴ
と

が
こ
れ
を
所
持
し
て
も
差
支
え
は
な

い
が
、
こ
れ
を
譲
り
受
け
、
若
し
く

は
相
続
し
た
者
は
、（
中
略
）
文
化

財
保
護
委
員
会
に
届
出
を
要
す
る
こ

と
と
し
た
。

四
、
右
の
よ
う
に
登
録
を
受
け
た
銃
砲

又
は
刀
剣
類
は
以
後
何
人
で
も
所
持

し
得
る
よ
う
に
し
た
が
、
治
安
上
の

観
点
か
ら
こ
れ
を
全
く
放
任
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
文
化
財
保
護
委

員
会
は
、
前
号
の
届
出
を
受
け
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
公
安
委
員
会
に
通

報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
安
委
員
会

が
、
こ
れ
ら
の
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の

移
動
状
態
を
確
知
し
得
る
よ
う
に
し

た
。

五
、
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
届
出
し

な
い
者
に
対
し
て
は
懲
役
又
は
罰
金

を
科
す
る
と
共
に
、
そ
の
違
反
行
為

に
係
る
刀
剣
類
及
び
銃
砲
は
、
裁
判

に
よ
り
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。」

　

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
証
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

注
意
事
項
も
年
々
、
徐
々
に
改
正
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
当
初
は
所
有
者
変
更
に

つ
い
て
の
記
載
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
「
譲
り
受
け
若
し
く
は

相
続
し
（
中
略
）
場
合
に
は
す・

み・

や・

か・

に
其
旨
を
登
録
の
事
務
を
行
っ
た
都
道

府
県
の
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に

「
す
み
や
か
に
」
が
「
二
十
日
以
内
」

と
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
「
以
上
の
各
事
項
に
違
反

し
た
場
合
に
は
、
法
に
よ
り
懲
役
又
は

罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
、
登
録
証
に
関
す
る
諸
注

意
事
項
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
罰
則
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

　
「
登
録
さ
れ
た
銃
砲
刀
剣
類
を
譲
り

受
け
た
り
相
続
し
た
場
合
、
二
十
日
以

内
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
を
怠

っ
た
り
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。（
銃
刀
法
第
三

十
二
条
三
号
）」

　

銃
砲
刀
剣
類
の
所
有
者
変
更
届
が
な

ぜ
必
要
な
の
か
を
要
約
す
る
と
、「
治

安
上
の
観
点
か
ら
公
安
委
員
会
が
移
動

状
態
を
確
知
し
得
る
よ
う
に
し
た
」
こ

と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

　

登
録
証
の
発
行
が
開
始
し
て
既
に
六

十
七
年
が
過
ぎ
、
そ
の
数
は
二
百

三
十
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
前

記
の
理
由
か
ら
所
有
者
変
更
届
は

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と

同
時
に
、
登
録
証
の
中
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
不
備
が
見
つ

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
合
い
、

正
確
な
登
録
証
の
再
発
行
を
期
す

る
と
と
も
に
、
美
術
的
価
値
の
あ

る
日
本
刀
を
後
世
に
伝
え
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

�

（
冥
賀
吉
也
）

=

銃
砲
刀
剣
類
の
所
有
者
変
更
届
は
な
ぜ
必
要
か=

戦
後
初
期
の
刀
剣
所
持
制
度
の
変
遷
か
ら

登録証が制度化される以前にはこんな証明書も発行された

　

四
月
十
七
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
で

当
組
合
が
開
催
し
た
「
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
に
係
る
説
明
会
」
に
お
い
て
、

講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
財
務
省
主
税

局
税
制
第
二
課
・
佐
野
恵
一
郎
係
長
よ

り
、「
古
物
商
に
お
け
る
軽
減
税
率
制

度
／
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
」
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
下
に
詳
細
を
再
録
し
ま
す
。

一�

、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上

げ
と
「
軽
減
税
率
制
度
」
の

実
施
に
つ
い
て

　

消
費
税
の
「
軽
減
税
率
制
度
」
は
、

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
に
伴
う
低

所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
。
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
は
「
酒

類
・
外
食
を
除
く
飲
食
料
品
」「
週
二

回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
（
定
期
購
読

契
約
に
基
づ
く
も
の
）」
で
あ
り
、
刀

剣
商
の
「
売
上
げ
」
に
は
あ
ま
り
関
係

す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、「
仕
入
れ
（
経
費
）」
に
お

い
て
は
、
例
え
ば
会
議
費
等
で
茶
菓
を

購
入
し
た
り
、
会
社
で
新
聞
を
定
期
購

読
す
る
な
ど
、
軽
減
税
率
の
対
象
と
な

る
仕
入
れ
も
あ
る
た
め
、
税
率
ご
と
に

分
け
て
帳
簿
等
に
記
帳
し
、
申
告
の
際

に
も
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
計
算
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二 

、「
軽
減
税
率
制
度
」
の
対

象
品
目
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と

な
る
「
飲
食
料
品
」
と
は
、
人
の
飲

用
ま
た
は
食
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を

い
う
。
ま
た
、
適
用
税
率
の
判
定
は
、

「
売
り
手
」
が
「
販
売
時
点
」
に
お
い

て
行
う
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
消
費
税
は
「
取
引
課
税
」
な

の
で
、「
売
上
げ
」
と
「
仕
入
れ
」
を

区
分
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
例
え

ば
、
軽
減
税
率
で
仕
入
れ
た
も
の
を
標

準
税
率
で
販
売
す
る
こ
と
や
、
そ
の
逆

も
あ
り
得
る
。

三 

、「
軽
減
税
率
制
度
」後
の
仕

入
税
額
控
除（
区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式
）に
つ
い
て

　

消
費
税
は
「
売
上
げ
」
に
係
る
税
額

か
ら
「
仕
入
れ
」
に
係
る
税
額
を
差
し

引
い
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現

行
で
は
、「
仕
入
れ
」
に
係
る
税
額
を

差
し
引
く
（
仕
入
税
額
控
除
）
要
件
と

し
て
、「
帳
簿
」
と
「
請
求
書
等
」
の

保
存
が
求
め
ら
れ
る
。

　

軽
減
税
率
制
度
後
は
、
現
行
の
「
請

求
書
等
」
に
「
軽
減
税
率
の
対
象
品
目

で
あ
る
旨
」
と
「
税
率
ご
と
に
合
計
し

た
税
込
対
価
の
額
」
が
追
加
さ
れ
た

「
区
分
記
載
請
求
書
」
の
保
存
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式
）。

　

従
っ
て
、
軽
減
税
率
対
象
の
仕
入
れ

が
あ
る
場
合
、
区
分
記
載
請
求
書
に
基

づ
い
て
記
帳
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
際
、
帳
簿
に
お
い
て
も
「
軽
減
税
率

の
対
象
品
目
で
あ
る
旨
」
の
記
載
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

四 

、適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）の
基
本
的
な

考
え
方
・
記
載
事
項
に
つ
い
て

　

軽
減
税
率
制
度
実
施
か
ら
四
年
後
の

平
成
三
十
五
年
（
二
〇
二
三
）
十
月
一

日
か
ら
、
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方

式
に
代
わ
り
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、「
区
分
記

載
請
求
書
」
に
「
登
録
番
号
」
や
「
適

用
税
率
」「
消
費
税
額
」
と
い
っ
た
記

載
事
項
が
加
わ
っ
た
「
適
格
請
求
書
」

(

イ
ン
ボ
イ
ス
）
の
保
存
を
仕
入
税
額

控
除
の
要
件
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、「
売
り
手
が
買

い
手
に
対
し
正
確
な
税
率
や
税
額
を
伝

え
る
ツ
ー
ル
」
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、

「
売
り
手
」
は
「
買
い
手
」（
課
税
事
業

者
）
の
求
め
に
応
じ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の

交
付
義
務
が
生
じ
る
こ
と
、「
売
り
手
」

の
「（
売
上
げ
に
係
る
）
税
額
」
を
記
載

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

従
っ
て
、
売
上
げ
に
係
る
税
額
が
な

い
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
免
税
事
業
者

や
消
費
者
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。

五 

、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け

る「
古
物
商
特
例
」に
つ
い
て

　

刀
剣
商
も
含
め
た
古
物
商
は
、
主
に

消
費
者
か
ら
物
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す

る
と
、
古
物
商
に
と
っ
て
主
な
仕
入
先

で
あ
る
消
費
者
は
、
上
述
の
通
り
イ
ン

ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
古
物
商
の
仕
入
れ
の
多
く
は
仕

入
税
額
控
除
不
可
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
よ
う
な
取
引
実
務
に
配
慮
し
、

「
古
物
営
業
を
営
む
事
業
者
が
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
で
な
い
者
か
ら
、
当

該
事
業
者
の
棚
卸
資
産
と
し
て
購
入
す

る
取
引
」
に
つ
い
て
は
、「
帳
簿
」
の

み
の
保
存
で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら

れ
る
特
例
（
古
物
商
特
例
）
を
措
置
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
「
古
物
商
特
例
」
の
要
件
と
し
て
は
、

①
古
物
商
で
あ
る
こ
と
、
②
仕
入
先
が

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
な
い
こ
と
、

③
購
入
し
た
も
の
が
古
物
商
に
と
っ
て

棚
卸
資
産
で
あ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

②
の
仕
入
先
（
売
り
に
来
た
者
）
が

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
な
い
こ
と

の
確
認
は
、
口
頭
で
確
認
す
る
方
法
や
、

「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
方
は
お
申

し
出
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
張
り
紙
を

張
る
方
法
、
仕
入
れ
の
際
に
記
入
さ
せ

る
書
類
に
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
か

否
か
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
設
け
る
方
法
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
営
業
の
実
態
に

即
し
た
方
法
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
古
物
商
が
作
成
し
て
い
る
古

物
台
帳
は
、
原
則
と
し
て
、
消
費
税
法

上
の
帳
簿
の
記
載
事
項
を
満
た
す
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
後
に
お
い
て
も
消
費
税
法
上
の

記
載
事
項
を
満
た
す
古
物
台
帳
を
保
存

し
て
お
け
ば
、「
古
物
商
特
例
」
に
お

け
る
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
で
あ
る

「
帳
簿
」
の
保
存
も
満
た
す
こ
と
に
な

る
。
そ
の
際
、
古
物
台
帳
の
保
存
期
間

は
三
年
だ
が
、
消
費
税
法
上
の
帳
簿
の

保
存
期
間
は
七
年
で
あ
る
点
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

六 

、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る

「
媒
介
者
交
付
特
例
」に
つ
い
て

　

ま
た
、
古
物
市
場
（
刀
剣
市
場
）
に

お
い
て
売
買
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
そ

の
際
は
、
売
り
手
で
あ
る
委
託
者
（
古

物
商
）
と
、
媒
介
ま
た
は
取
次
ぎ
に
係

る
業
務
を
行
う
者
（
古
物
市
場
主
）
が

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
あ
る
な
ど

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
媒
介
者

で
あ
る
古
物
市
場
主
が
、
売
り
手
で
あ

る
委
託
者
に
代
わ
っ
て
古
物
市
場
主
の

氏
名
等
及
び
登
録
番
号
を
記
載
し
た
イ

ン
ボ
イ
ス
を
交
付
で
き
る
と
い
う
、
交

付
方
法
に
関
す
る
特
例
（
媒
介
者
交
付

特
例
）
も
あ
る
の
で
、
適
用
の
可
否
に

つ
い
て
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

新
設
さ
れ
る
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

軽減税率制度に関する佐野講師（正面）の説明を聞く



刀　剣　界平成30年5月15日発行（隔月刊） 第41号

（5）

　

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
で
は
四
月
十
八
～
二
十
日
の
三
日

間
、
第
九
回
「
新
作
日
本
刀 

研
磨 

外

装 

刀
職
技
術
展
覧
会
」
の
審
査
会
を

開
催
し
た
。
本
阿
彌
光
洲
理
事
長
（
研

師
）、
室
瀬
和
美
氏
（
漆
芸
家
）
に
続

き
、
本
年
は
桂
盛
仁
氏
（
彫
金
家
）
が

審
査
員
に
就
任
さ
れ
、
三
人
の
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
が
加
わ
る
格
式
の
高

い
審
査
と
な
っ
た
。
各
部
門
の
概
要
と

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

〈
作
刀
部
門
〉�

　
出
品
数
は
例
年
と
変
わ
ら
ず
。
経
済

産
業
大
臣
賞
に
は
今
回
初
め
て
河
内
一

平
氏
が
受
賞
し
、
特
賞
第
二
席
に
同
門

の
根
津
啓
氏
が
入
賞
し
た
。
初
出
品
一

名
が
新
人
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
全
体

と
し
て
技
術
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
。

・
経
済
産
業
大
臣
賞　

河
内
一
平

・ 

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞　

根
津 

啓

・
金
賞
第
一
席　

月
山
一
郎

・
金
賞
第
二
席　

安
達
茂
文

・
銀
賞
第
一
席　

明
珍
裕
介

・
銀
賞
第
二
席　

上
山
陽
三

・
銅
賞
第
一
席　

川
瀬
祐
二
郎

・ 

銅
賞
第
二
席
（
新
人
賞
）
藤
原 

准

〈
刀
身
彫
刻
〉�

　

昨
年
に
続
い
て
木
下
宗
憲
氏
が
特
賞

を
受
賞
し
た
。

・
長
野
県
知
事
賞　

木
下
宗
憲

〈
研
磨
部
門
〉�

　

特
賞
第
一
席
を
若
手
の
阿
部
聡
一
郎

氏
が
初
め
て
受
賞
し
、二
席
に
は
本
阿
彌

毅
氏
が
入
っ
た
。従
来
、特
賞
受
賞
作
品

は
古
名
刀
が
多
い
中
、特
賞
一
席
は
新
々

刀
で
、
そ
の
技
術
力
が
評
価
さ
れ
て
い

る
の
で
今
後
に
期
待
し
た
い
。
金
賞
・

銀
賞
に
は
古
名
刀
の
優
秀
な
研
磨
が
続

き
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
審
査
と
な
っ
た
。

・ 

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞　

阿
部
聡
一
郎

・
信
濃
毎
日
新
聞
社
賞　

本
阿
彌
毅

・
金
賞
第
一
席　

小
野
敬
博

・
金
賞
第
二
席　

関
山
和
進

・
銀
賞
第
一
席　

森
井
鐵
太
郞

・
銀
賞
第
二
席　

水
田
吉
政

・
銅
賞
第
一
席　

藤
川
二
朗

・
銅
賞
第
二
席　

正
海
裕
人

　

外
装
部
門
で
は
、
森
井
敦
央
氏
が
白

鞘
と
拵
下
地
部
門
の
両
方
で
特
賞
を
受

賞
し
た
。
鞘
塗
り
部
門
で
小
山
光
秀
氏

が
初
め
て
特
賞
を
受
賞
し
た
。
刀
装
具

で
入
賞
し
た
方
々
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
構
図
や
材
料
、
仕
上
げ
な
ど
よ
く

吟
味
さ
れ
、
技
術
的
に
も
安
定
し
た
作

品
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
入
選
の
方
々

に
つ
い
て
は
、
相
応
の
技
術
は
持
っ
て

い
る
の
で
、
も
う
少
し
細
部
に
も
目
を

配
り
、
精
度
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

〈
刀
装
具
〉

・
金
賞
第
一
席　

木
下
宗
憲

・ 

金
賞
第
二
席　

マ
ー
カ
ス･

チ
ェ
ン

バ
ー
ス

・
銀
賞
第
一
席　

福
與
裕
毅

・ 

銀
賞
第
二
席　

ク
リ
ス
ト
フ･

コ
ッ

プ
・ 

銅
賞
第
一
席　

ケ
ビ
ン･

ア
ダ
ム
ス

〈
白
銀
〉

・
金
賞
第
一
席　

松
本 

豊

・
銀
賞
第
一
席　

杉
山
英
明

〈
白
鞘
〉

・ 

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞　

森
井
敦
央

・
金
賞
第
二
席　

森 

隆
浩

・
金
賞
第
三
席　

古
川
和
幸

・
銀
賞
第
一
席　

田
澤
敦
嗣

〈
柄
巻
き
〉

・
銀
賞
第
一
席　

遠
山
和
康

〈
拵
下
地
〉

・
坂
城
町
長
賞　

森
井
敦
央

〈
鞘
塗
り
〉

・ 

坂
城
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

小
山
光
秀

〈
特
別
公
開
部
門"Sword�Oshigata�

Art"

〉�

　

出
品
数
は
少
な
い
も
の
の
、
非
常
に

魅
力
的
な
作
品
が
優
秀
賞
と
な
り
、
大

小
揃
い
の
力
作
が
あ
る
な
ど
見
応
え
も

十
分
に
あ
る
の
で
、
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
観

覧
い
た
だ
き
た
い
。

・
優
秀
賞
第
一
席 

関
山
和
進

・
優
秀
賞
第
二
席 

阿
部
聡
一
郎

・
佳
作
第
一
席　

長
津
祐
介

・
佳
作
第
二
席　

三
浦
弘
貴

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
何
よ
り
正
し
い
評
価

で
あ
る
こ
と
大
切
で
あ
り
、
大
き
な
目

標
が
あ
れ
ば
ま
す
ま
す
出
品
意
欲
が
沸

く
こ
と
と
な
る
。
初
回
か
ら
監
督
官
庁

の
後
援
と
立
ち
会
い
の
下
厳
正
な
審
査

を
続
け
て
き
た
が
、
来
年
で
十
回
展
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
目
標
と

な
る
賞
が
加
わ
る
こ
と
も
が
期
待
さ
れ

る
。
出
品
者
に
と
っ
て
は
自
分
の
技
量

を
測
る
大
切
な
場
で
あ
り
、
研
鑽
を
積

み
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
方
が
挑
戦
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

な
お
開
催
は
五
月
二
十
六
日
～
八
月

二
十
六
日
、
会
場
は
長
野
県
坂
城
町
・

鉄
の
展
示
館
（
☎
〇
二
六
八-

八
二-

一
一
二
八
）。
会
期
の
初
日
に
は
表
彰

式
・
懇
親
会（
会
費
制
）を
挙
行
す
る
。

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
三
人
が
加
わ
り

第
九
回
展
審
査
会
を
開
催�

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

事
例
� 

昔
の
間
違
い
、今
の
迷
惑

　

昔
の
登
録
証
と
い
う
も
の
は
、
実
に

あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
昭
和

二
十
六
年
三
月
の
登
録
と
も
な
る
と
、

名
家
に
伝
来
し
た
名
刀
で
あ
る
可
能
性

を
秘
め
て
お
り
、
実
際
、
売
り
立
て
目

録
を
調
べ
て
み
る
と
、「
あ
、
こ
れ
だ
」

と
い
う
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
し
か
し
、

古
い
登
録
証
に
は
い
さ
さ
か
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
案
外
、
記
載
ミ
ス
が
あ
る

故
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
二

日
に
神
奈
川
県
で
登
録
さ
れ
た
長
船
清

光
の
刀
は
「
天
文
十
年
八
月
」
の
裏
年

紀
が
あ
る
の
だ
が
、
登
録
審
査
員
は
ど

う
い
う
わ
け
か
、
登
録
証
に
記
載
し
て

い
な
か
っ
た
。
現
物
鑑
定
の
末
、
訂
正

交
付
さ
れ
、
事
な
き
を
得
た
。

　

昭
和
三
十
年
に
岐
阜
県
で
登
録
さ
れ

た
伊
勢
の
刀
工
正
重
の
脇
指
は
、
銘
文

が
「
勢
州
住
千
子
正
重
」
で
あ
っ
た
。

当
時
の
登
録
審
査
員
は
、
最
初
「
勢
州

住
」
と
正
し
く
読
ん
で
登
録
証
に
記
し

た
。
し
か
し
、
誰
か
に
何
か
言
わ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
、「
勢
」
の
一
字
を
わ
ざ

わ
ざ
二
重
線
で
消
し
て
、「
摂
」
と
書

き
、「
安
江
」
の
訂
正
印
ま
で
押
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
品
は
間
違
い
な
く

「
勢
州
」
な
の
で
、
本
当
に
困
っ
た
例

で
あ
っ
た
。

　

銘
文
な
ど
の
記
載
に
間
違
い
が
な
く

て
も
、
登
録
月
日
だ
け
が
違
う
か
ら
だ

め
と
い
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
昭
和

二
十
六
年
に
大
阪
で
登
録
さ
れ
た
大
和

守
吉
道
の
刀
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
登
録

月
日
は
五
月
二
十
二
日
と
書
か
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
違
う
と
い
う
。

東
京
都
に
資
料
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
現

物
を
審
査
し
、
ま
た
大
阪
に
資
料
を
送

付
し
、
よ
う
や
く
訂
正
交
付
と
な
っ
た
。

日
付
が
異
な
っ
て
い
た
だ
け
な
の
に
、

訂
正
交
付
ま
で
実
に
一
カ
月
半
ほ
ど
の

手
間
暇
。
本
当
に
あ
き
れ
て
し
ま
う
。

　

も
う
少
し
、
複
雑
な
例
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
、
東
京

都
で
登
録
さ
れ
た
和
泉
守
国
貞
の
脇
指

は
刃
長
一
尺
七
寸
。
そ
れ
な
の
に
「
一

尺
二
寸
五
厘
」
で
登
録
証
が
発
行
さ
れ

て
い
た
。
後
に
取
得
し
た
所
持
者
は
こ

れ
を
勝
手
に
訂
正
し
、
し
か
も
ご
丁
寧

に
も
「
三
字
訂
正
」
と
謹
直
な
書
体
で

注
記
さ
れ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
て
み

る
と
、「
東
京
都
で
は
こ
の
よ
う
な
訂

正
は
致
し
ま
せ
ん
」
と
の
回
答
。

　

書
類
の
や
り
取
り
を
経
て
、
現
品
を

登
録
審
査
会
場
に
持
参
し
た
。
確
か
に

長
さ
が
異
な
る
が
、「
梵
字
・
護
摩
箸

の
彫
刻
」「
大
乱
れ
小
乱
れ
」
と
い
う

台
帳
の
記
載
と
は
完
全
に
一
致
し
て
い

る
。
む
ろ
ん
銘
文
も
。
照
合
の
原
票
の

資
料
に
書
か
れ
た
登
録
審
査
員
の
お
名

前
が
ち
ら
り
と
見
え
た
。
お
二
方
と
も

刀
界
で
は
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
で
あ

ろ
う
大
先
生
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
当
時
の
登
録
の
事
情

は
、
若
輩
の
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
が
、
聞
け
ば
、
東
京
な
ど
は
月
に

三
回
実
施
、
数
も
か
な
り
多
か
っ
た
ら

し
い
。
刀
に
慣
れ
た
先
生
方
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
目
盛
り
の
見
間
違
い
や
書

き
誤
り
は
致
し
方
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思

う
。
ま
た
、
平
素
こ
の
先
生
方
の
ご
研

究
や
ご
著
書
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る

こ
と
は
思
え
ば
、
あ
ま
り
文
句
も
言
え

な
い
の
だ
が
。
そ
れ
で
も
今
風
に
い
う

な
ら
「
先
生
、
や
っ
ち
ま
っ
た
ね
」
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
一
九
五
一
（
昭
和

二
十
六
）
年
に
誤
記
さ
れ
、
そ
れ
を
訂

正
交
付
し
た
の
が
二
〇
一
一
（
平
成
二

十
三
）
年
。
六
十
年
間
ず
っ
と
同
じ
人

が
所
持
し
て
い
た
結
果
か
否
か
、
知
る

由
も
な
い
。
が
、
正
さ
れ
な
い
ま
ま
に

伝
わ
り
、
最
後
に
名
義
変
更
と
い
う
ボ

タ
ン
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に

こ
と
に
…
…
。
ま
る
で
不
発
弾
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
間
違
い
、
殊
に
銘
文
の
読

み
違
い
は
今
日
も
起
こ
っ
て
い
る
し
、

ま
た
今
後
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

見
つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
ま
ま

知
ら
ん
顔
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
特
に
購
入
者
が
外
国
人
で
あ
る
場

合
、
輸
出
手
続
き
の
時
に
輸
出
鑑
査
証

明
が
発
行
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
都
度
申
し
出
て
、
現
物
確
認
を
し
、

訂
正
交
付
し
て
…
…
。
今
後
も
地
道
に

や
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
今
後
は
手
間
暇
が
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
登
録
の
際

に
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
茎
の
写
真
を

撮
影
・
保
管
し
て
お
け
ば
、
銘
文
の
誤

り
程
度
は
、
い
ち
い
ち
現
物
と
照
合
し

な
く
て
も
正
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
情

報
処
理
技
術
は
日
々
、
進
歩
し
て
い
る
。

後
は
そ
れ
を
人
間
が
い
か
に
使
い
こ
な

す
か
。

　

某
大
企
業
の
Ｃ
Ｍ
で
は
な
い
が
、

「
世
界
は
、
ひ
と
つ
ず
つ
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
信
じ
て
い
る
。

�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
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と
」
で
財
を
な
し
つ
つ
あ
っ
た
長
尾
欽

彌
・
よ
ね
夫
妻
で
あ
る
。

　

今
や
直
接
知
る
人
こ
そ
絶
え
た
が
、
昭

和
二
十
年
代
ま
で
の
長
尾
夫
妻
は
、
当
代

屈
指
の
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
広
く

各
界
に
知
ら
れ
る
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
の
は
、

わ
が
国
の
元
号
で
大
正
七
年
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
後
、
ビ
ー
ル
の
搾し

ぼ

り
滓か

す

が
ド
イ
ツ
の

傷
病
兵
の
回
復
に
効
果
を
上
げ
た
と
い
う

話
題
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
最
初
に

反
応
し
た
の
は
、
よ
ね
で
あ

る
。
欽
彌
は
、
栄
養
学
・
食

品
化
学
の
権
威
で
あ
っ
た
東

京
帝
大
名
誉
教
授
の
沢
村
真ま

こ
と

博
士
の
指
導
を
得
て
、
酵
母

を
錠
剤
に
す
る
こ
と
に
成
功

す
る
。
製
品
名
は
「
若わ

か

素も
と

」。

「
わ
か
も
と
」
と
す
る
の
は
、

昭
和
六
年
で
あ
る
。

　

創
業
し
た
翌
年
の
昭
和
五

年
に
は
、
玉
川
電
車
の
桜
新

町
に
ほ
ど
近
い
世
田
谷
区
深

沢
四
丁
目
一
三
二
番
地
に
邸

宅
を
造
り
始
め
て
い
る
。
家

屋
の
設
計
は
東
京
帝
大
出
身

で
数
寄
屋
建
築
の
大
家
大
江

新
太
郎
、
庭
造
り
は
こ
れ
も

著
名
な
京
都
の
造
園
家
小
川

治
兵
衛
（
通
称
「
植
治
」）

の
下
で
甥
の
岩い

わ

城き

亘せ
ん

太た

郎ろ
う

が

担
当
し
た
。
桜
新
町
界
隈
は

当
時
の
新
興
住
宅
地
で
あ
っ

た
が
、
最
初
の
五
百
坪
か
ら

次
々
に
買
い
広
げ
て
七
千
八

百
坪
に
達
し
た
。

　

桜
新
町
の
長
尾
邸
は
「
宜ぎ

雨う

荘
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

中
国
の
清
代
の
作
家
が
草

庵
を
山
麓
に
結
び
、閑
居
し

て
い
た
と
こ
ろ
、訪
れ
た
客

が「
静
か
で
は
あ
ろ
う
が
、不

便
も
多
か
ろ
う
」と
言
っ
た

の
に
対
し
て
、便べ

ん

と
宜ぎ

と
そ

れ
ぞ
れ
十
則
の
詩
を
作
っ
て

応
え
た
と
い
う
。
そ
の
十
宜

の
一
つ
が
宜
雨
で
あ
る
。
こ

の
故
事
に
基
づ
い
て
池
大
雅

　

鎌
倉
山
は
昭
和
の
初
め
、
菅
原
通つ

う

済さ
い

が
別
荘
地
と
し
て
開
発
し
た
。
菅
原
の
周

辺
に
は
ま
ま
怪
聞
も
漂
う
が
、
戦
後
、
麻

薬
・
売
春
・
性
病
の
三
悪
追
放
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
主
唱
し
、
売
春
防
止
法
の
制
定
に

力
を
尽
く
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物

で
あ
る
。

　

こ
の
鎌
倉
山
の
山
頂
付
近
、
当
時
の
鎌

倉
郡
深
沢
村
笛
田
か
ら
同
鎌
倉
町
極
楽
寺

に
か
け
て
の
十
三
万
坪
を
求
め
、
別
邸
を

営
ん
だ
の
が
、
滋
養
強
壮
薬
の
「
わ
か
も

が
「
十
便
帖
」を
、
与
謝
蕪
村
が「
十
宜

帖
」を
描
い
て
合
作
し
た
画
帖
は
、
島
崎

藤
村
旧
蔵
の
国
宝
「
十
便
十
宜
帖
」
と
し

て
現
存
す
る
。

　

跡
地
に
は
今
、
都
立
深
沢
高
校
が
建
ち
、

住
居
の
一
部
が
「
清
明
亭
」と
命
名
さ
れ
、

同
校
生
た
ち
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
間
順
治
は
昭
和
七
年
四
月
、
東
京
美

術
倶
楽
部
で
旧
浜
松
藩
主
井
上
子
爵
家
の

入
札
を
下
見
し
た
夫
人
の
よ
ね
か
ら
「
左さ

文も

字じ

の
短
刀
を
買
い
た
い
の
だ
が
」
と
相

談
を
受
け
た
。
落
札
価
格
は
二
千
六
百
八

十
円
、
現
在
の
貨
幣
価
値
で
言
え
ば
、
五

百
万
円
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。目
録
を
見
る
と
、

物
打
ち
辺
の
錆
と
平
地
の
ヒ
ケ
疵
が
目
立

つ
が
、
そ
の
せ
い
で
も
あ
ろ
う
か
、
法
外

に
安
い
。
あ
る
経
済
雑
誌
の
記
事
に
「
売

り
立
て
の
際
、
こ
れ
を
名
刀
と
見
た
者
は

い
な
か
っ
た
」
と
も
あ
る
。
国
宝
の
「
太

閤
左
文
字
」
で
あ
る
。

　

同
九
年
二
月
開
催
さ
れ
た
紀
州
徳
川
家

の
入
札
で
は
、「
江こ

う

雪せ
つ

左
文
字
」
の
号
で

知
ら
れ
る
国
宝
を
入
手
し
た
。
二
万
四
千

三
百
円
で
あ
っ
た
。

　

長
尾
家
で
所
蔵
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
刀
剣
は
、表
に
掲
げ
た
。こ
れ
を
見
て
気

づ
く
の
は
、
す
べ
て
古
刀
の
著
名
工
の
作

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
選
り
す
ぐ
っ
た

古
名
刀
だ
け
を
集
め
た
と
の
印
象
が
強
い
。

　

長
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ほ
か
に
も
陶

器
・
染
織
・
彫
刻
・
絵
画
・
典
籍
・
工
芸

な
ど
広
範
な
分
野
の
優
品
を
数
多
く
集
め

た
。
文
化
財
保
護
法
の
施
行
（
昭
和
二
十

五
年
八
月
）
以
前
に
指
定
さ
れ
た
旧
国
宝

二
十
八
点
、
認
定
さ
れ
た
重
要
美
術
品
六

十
二
点
を
所
有
し
、
そ
の
後
の
新
制
度
の

下
で
も
国
宝
八
点
、
重
要
文
化
財
二
十
一

点
を
数
え
る
。

　

昭
和
八
年
、
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
十
八

万
九
千
円
の
高
額
で
落
札
し
た
野
々
村
仁に

ん

清せ
い

作
「
色い

ろ

絵え

藤ふ
じ

花は
な

文も
ん

茶ち
や

壺つ
ぼ

」
は
、
長
尾

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ひ
と
き
わ
花
を
添
え
る

も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
染
織
品
は
昭
和

三
十
八
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

四
点
を
含
み
、
後
の
長
尾
美
術
館
の
柱
と

も
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
後

の
蔵
品
と
な
っ
た
染
織
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
三

八
一
点
は
昭
和
四
十
二
年
に
カ
ネ
ボ
ウ
に

移
り
、
そ
の
後
、
能
装
束
は
国
立
能
楽
堂

が
、
小
袖
類
は
女
子
美
術
大
学
が
所
蔵
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

維
新
最
後
の
志
士
・
田
中
光
顕
の
落
胤

と
も
噂
さ
れ
た
よ
ね
に
つ
い
て
は
、
白
洲

正
子
が
「
女
傑
」
と
い
う
一
文
を
残
し
て

い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
十
二
年
に
横
綱
に

上
り
詰
め
る
若
乃
花
幹か

ん

士じ

は
、
早
く
か
ら

よ
ね
が
贔ひ

い

屓き

し
た
。
二
子
山
の
年
寄
名
跡

を
買
い
与
え
た
の
も
彼
女
で
あ
る
。
白
洲

は
若
乃
花
が
小
結
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、

「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
」
と
花
籠
親
方
に
引

き
回
さ
れ
る
姿
を
長
尾
家
で
見
た
が
、
こ

れ
ほ
ど
の
大
物
に
な
る
と
は
想
像
も
つ
か

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
よ
ね
は
、「
今
に

見
て
い
て
ご
覧
な
さ
い
、
き
っ
と
横
綱
に

し
て
み
せ
る
」
と
、
ま
る
で
わ
が
子
を
扱

う
か
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
勝
っ
た
と
き
は
誰
で
も
褒
め
て
く
れ

ま
す
が
、
負
け
た
と
き
、
あ
あ
い
い
相
撲

を
取
っ
た
と
褒
め
て
く
れ
る
の
は
、
長
尾

の
奥
さ
ん
だ
け
で
し
た
」
と
、
後
に
若
乃

花
自
身
が
回
想
し
て
い
る
。

　

上
方
舞
の
武
原
は
ん
（
日
本
藝
術
院
会

員
）
が
『
私
の
履
歴
書
』
で
、
よ
ね
に
助

け
ら
れ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
昭
和

十
九
年
、
四
年
勤
め
た
新
橋
の
芸
者
を
廃

業
す
る
が
、
そ
の
時
、
は
ん
に
は
借
金
が

残
っ
て
い
た
。
す
べ
て
衣
装
代
で

あ
る
。
思
い
あ
ぐ
ね
て
親
し
か
っ

た
木こ

挽び
き

町ち
ょ
う

の
「
な
だ
万
」
の
女
将

に
話
す
と
、「
わ
か
も
と
の
奥
さ

ん
に
相
談
し
た
ら
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
桜
新
町
を
訪
ね
て
事

の
次
第
を
打
ち
明
け
た
。「
借
金

は
い
く
ら
あ
る
の
」「
へ
え
、
三
千

円
ば
か
り
…
」「
ど
こ
で
借
り
た

の
」「〝
ち
た
和
〟
で
す
」「
ち
た

和
だ
っ
た
ら
言
っ
て
お
く
か
ら
、

私
の
方
へ
回
し
な
さ
い
」。
こ
の

一
言
で
、
は
ん
の
借
金
は
消
え
た

と
い
う
。

　

鎌
倉
山
の
別
邸
は
、
海
が
扇
形

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
欽
彌
が

「
扇せ

ん

湖こ

山さ
ん

荘そ
う

」
と
名
づ
け
た
。
母

屋
は
飛
騨
高
山
か
ら
三
層
の
古
民
家
を
移

し
、
茶
席
は
伏
見
宮
別
邸
の
も
の
を
移
築

し
た
。

　

ほ
か
に
琵
琶
湖
の
南
の
唐
崎
（
現
大
津

市
）、
京
都
の
鷹た

か
が

峯み
ね

と
南
禅
寺
に
も
別
邸

を
持
っ
た
。
鷹
峯
は
本
阿
彌
光
悦
が
徳
川

家
康
か
ら
広
大
な
原
野
を
拝
領
し
、
後
に

芸
術
村
と
な
し
た
地
で
あ
り
、
南
禅
寺
界

隈
は
元
は
維
新
直
後
に
政
府
の
上あ

げ

地ち

に
よ

っ
て
廃
絶
し
た
塔た

っ
ち
ゅ
う頭
の
寺
領
で
あ
る
。
そ

の
跡
地
は
や
が
て
邸
宅
や
別
荘
と
し
て
再

開
発
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
今
も
、
植
治
が

琵
琶
湖
疎
水
か
ら
巧
み
に
水
を
引
き
込
ん

で
主
景
と
し
た
名
庭
園
が
い
く
つ
も
残
っ

て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
鷹
峯
と
南
禅
寺
の
長
尾

別
邸
に
つ
い
て
は
、
詳
ら
か
で
な
い
。

　

岩
城
亘
太
郎
の
作
庭
年
表
に
よ
れ
ば
、

東
京
の
長
尾
邸
が
昭
和
五
年
、
扇
湖
山
荘

が
六
年
、
唐
崎
の
隣
松
園
が
七
年
と
続
き
、

後
二
者
に
は
特
に「
全
庭
作
庭
」の
記
載
が

あ
る
。こ
れ
は
開
始
の
年
を
示
す
ら
し
く
、

扇
湖
山
荘
と
隣
松
園
の
竣
工
は
い
ず
れ
も

九
年
と
記
さ
れ
る
。
扇
湖
山
荘
の
庭
園
に

は
、
実
に
四
年
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
長
尾
の
各
邸
は
、
昭
和
八
年
に
没

す
る
植
治
の
最
晩
年
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
長
尾
家
に
親
し
く
出
入
り
し
た
り
、

招
か
れ
て
酒
宴
の
供
応
を
受
け
た
要
人
は

限
り
な
く
多
い
。
近
衛
文
麿
、
東
久
邇
宮
、

侯
爵
木
戸
幸
一
、
公
爵
一
条
實さ

ね

孝た
か

、
検
事

総
長
松
阪
広
政
、
陸
軍
の
寺
内
寿ひ

さ

一い
ち

・
杉

山
元
、
海
軍
の
山
本
英
輔
・
小
林
躋せ

い

造ぞ
う

・

永
野
修お

さ

身み

・
長
谷
川
清
、
野
村
財
閥
の
野

村
徳
七
、
文
士
の
里
見
弴と

ん

・
久
米
正
雄
・

木
下
杢も

く

太
郎
・
林
房
雄
・
山
本
有
三
・
志

賀
直
哉
、
画
家
の
梅
原
龍
三
郎
・
安
井
曾そ

う

太た

郎ろ
う

・
小
林
古こ

径け
い

・
安
田
靫ゆ

き

彦ひ
こ

、
そ
の
ほ

か
、
岩
波
書
店
の
小
林
勇
や
尺
八
奏
者
の

福
田
蘭ら

ん

童ど
う

ら
も
出
入
り
し
た
。
白
樺
派
の

人
々
は
、
同
人
で
も
あ
っ
た
児
島
喜
久
雄

（
東
大
教
授
）
の
関
係
で
あ
ろ
う
。

　

よ
ね
の
指
示
で
包
丁
を
振
る
っ
た
の
は
、

北
大
路
魯
山
人
の
星ほ

し
が

岡お
か

茶さ

寮り
ょ
う

か
ら
転
じ
た

加
藤
彌
三
郎
で
あ
る
。
加
藤
は
後
年
、「
戦

争
中
に
長
尾
家
で
私
の
や
っ
て
い
た
よ
う

な
贅
沢
な
料
理
は
、
今
日
ど
ん
な
料
理
屋

で
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
白
崎

秀
雄
の
『
当
世
畸
人
伝
』
で
語
っ
て
い
る
。

　

小
説
を
書
い
て
も
発
表
す
る
機
会
が
限

ら
れ
た
戦
時
中
、
里
見
弴
は
ず
い
ぶ
ん
と

面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
。
請
わ
れ
て
魯
山

人
家
か
ら
長
尾
家
の
女
中
に
な
っ
た
翁お

い

川か
わ

芳
子
が
鎌
倉
で
里
見
に
た
ま
た
ま
出
会
う

と
、
そ
の
晩
年
ま
で
「
お
は
っ
ち
ゃ
ん
、

あ
の
こ
ろ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
な
あ
」

と
、
し
き
り
に
懐
か
し
が
っ
た
。「
お
は

つ
」
は
、
芳
子
の
長
尾
家
で
の
呼
び
名
で

あ
っ
た
。

　

近
衛
が
杉
並
区
荻
窪
の
私
邸
荻て

き

外が
い

荘そ
う

で

亡
く
な
っ
た
の
は
、
二
十
年
十
二
月
十
六

日
早
暁
で
あ
る
。
連
合
国
軍
総
司
令
部
か

ら
逮
捕
令
が
出
て
お
り
、
こ
の
日
が
収
容

の
期
限
に
な
っ
て
い
た
。
実
は
前
々
日
夕

刻
ま
で
の
四
日
間
、
近
衛
は
桜
新
町
の
長

尾
邸
に
滞
在
し
て
い
て
、
内
心
で
は
こ
こ

を
最
期
の
場
所
と
し
た
か
っ
た
ら
し
い
。

遺
体
の
枕
元
に
は
「
わ
か
も
と
」
と
「
ヱ

ビ
オ
ス
」
の
容
器
と
と
も
に
、
米
軍
が
持

ち
去
っ
た
褐
色
の
小
瓶
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
こ
れ
は
よ
ね
の
持
ち
物
だ
っ
た
と
も

い
う
。

　

長
尾
夫
妻
の
戦
後
は
不
本
意
な
も
の
で

あ
っ
た
。わ
か
も
と
製
薬
は
手
を
離
れ
、本

邸
は
詐
欺
同
然
の
価
格
で
買
い
た
た
か
れ

た
。
多
摩
に
構
想
し
て
い
た
長
尾
美
術
館

は
つ
い
え
た
。
隣
松
園
は
一
時
、
裏
千
家

の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
跡
形
も
な
く
な
っ

た
。

　

長
尾
夫
妻
の
往
時
の
栄
華
を
偲
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
わ
ず
か
に
扇
湖
山
荘
の

み
で
あ
る
。
今
は
鎌
倉
市
に
寄
贈
さ
れ
、

春
秋
の
二
回
、
邸
内
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

 

（
土
子
民
夫
）

神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
鎌
倉
山

希
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
長
尾
夫
妻
の
栄
華
を
た
ど
っ
て

世田谷・宜雨荘の庭園

桃山期の古民家を移築した扇湖山荘の母屋扇湖山荘から鎌倉の海を望む

琵琶湖・唐崎の隣松園

長尾家の主な刀剣コレクション
◎国宝 ○重要文化財 ☆重要美術品

○太刀　 銘  光忠　刃長２尺２寸７分
◎太刀　 銘  正恒　刃長２尺５寸６分
◎太刀　 銘  筑州住 左（号江雪左文字）
　　　　　　 刃長２尺５寸８分　〈附〉打刀拵
◎短刀　 銘  左　筑州住（号太閤左文字） 
　　　　　　 刃長７寸８分
○太刀　 銘  備州長船住長義
　　　　　　 刃長２尺３寸５分３厘
◎太刀　 銘  国宗　刃長２尺４寸
○刀　　無銘 伝国俊　刃長２尺２寸１分
○太刀　 銘  国清（粟田口） 刃長２尺６寸２分
◎太刀　 銘  備前国長船住左近将監長光造
　　　　　　 刃長２尺５寸９分強
☆太刀　 銘  正恒　刃長２尺５寸
☆太刀　 銘  長光　刃長２尺２寸８分５厘
○太刀　 銘  備前国住長船盛景　刃長２尺４寸５分
○太刀　 銘  来国光　刃長２尺２寸９分４厘
◎短刀　無銘 正宗（名物九鬼正宗） 
　　　　　　 附金無垢二重鎺 銘埋忠寿斎
　　　　　　 刃長８寸２分２厘

長
尾
家
が
所
蔵
し
た
当
時
の
「
太
閤
左
文
字
」
の
桐
箱
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北
区
赤
羽
編

　

今
日
の
俺
の
行
き
先
は
北
区
赤
羽
。

各
競
売
で
伝
票
の
入
出
力
を
パ
ソ
コ
ン

で
し
て
く
れ
る
石
田
亜
矢
子
さ
ん
を
訪

ね
る
。
石
田
さ
ん
は
神
奈
川
県
出
身
だ

が
、
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
の
ご

主
人
と
こ
こ
赤
羽
に
住
む
。

　

さ
て
、「
か
ら
し
焼
き
」
と
い
う
お

惣
菜
を
知
っ
て
い
る
？　

北
区
民
の
ソ

ウ
ル･

フ
ー
ド
だ
よ
。
説
明
す
る
と
、

見
た
目
は
真
っ
赤
な
ス
ー
プ
に
沈
ん
で

い
て
、
甘
み
を
加
え
た
麻
婆
豆
腐
の
ひ

き
肉
を
ロ
ー
ス
肉
に
し
、
に
ん
に
く
を

ゴ
ロ
ン
と
加
え
上
に
小
口
切
り
の
ネ
ギ

や
薄
切
り
胡
瓜
を
乗
せ
た
も
の
。
想
像

し
た
だ
け
で
白
い
ご
飯
が
欲
し
く
な
る

だ
ろ
？　

東
十
条
や
赤
羽
の
小
さ
な
食

堂
が
発
祥
ら
し
い
。

　

こ
の
赤
羽
駅
に
自
転
車
で
来
た
の
は

実
は
初
め
て
。
駅
の
周
り
に
飲
食
店
が

並
ぶ
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
俺
の
住
む

東
横
線
沿
線
で
は
見
な
い
、
大
手
で
は

な
い
チ
ェ
ー
ン
店
の
看
板
に
魅
か
れ
る
。

そ
し
て
「
か
ら
し
焼
き
」
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
そ
う
な
個
人
商
店
も
た
く
さ
ん

混
在
し
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

鋳
物
で
栄
え
た
川
口
、
そ
の
受
け
皿

の
か
つ
て
の
歓
楽
街
と
し
て
賑
わ
っ
た

西
川
口
の
街
は
今
や
変
わ
り
果
て
、
中

国
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
々
の
街
と
な
っ

て
い
る
と
聞
く
。

　

都
内
に
勤
務
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
へ

帰
る
、
乗
り
換
え
、
途
中
下
車
の
残
っ

た
最
終
ポ
イ
ン
ト
は
文
化
遺
産
の
よ
う

に
住
民
、
そ
こ
を
通
過
す
る
人
た
ち
に

朝
か
ら
晩
ま
で
愛
さ
れ
る
。
朝
？
と
い

う
の
も
、
実
は
大
日
本
印
刷
の
工
場
が

北
本
通
り
に
あ
り
、
生
産
ラ
イ
ン
は
二

十
四
時
間
動
き
を
止
め
な
い
。
そ
こ
で

夜
勤
明
け
の
勤
め
人
に
、
朝
か
ら
ね
ぎ

ら
い
の
酒
を
出
す
店
が
多
い
と
い
う
。

　

石
田
さ
ん
は
八
王
子
市
南
大
沢
編
に

出
て
く
れ
た
大
野
千
春
さ
ん
と
友
達
で

あ
り
、
彼
女
と
同
様
プ
ロ
レ
ス
の
世
界

に
長
く
携
わ
っ
た
。
大
野
さ
ん
は
ア
イ

ス
リ
ボ
ン
と
い
う
興
行
団
体
で
リ
ン
グ

ア
ナ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、

石
田
さ
ん
は
ま
た
別
の
我
闘
雲
舞
と
い

う
団
体
で
裏
方
と
し
て
手
伝
う
。
ま
た

某
ス
ポ
ー
ツ
誌
の
編
集
員
と
し
て
も
活

動
し
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
『
刀
剣
界
』

も
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
か

な
き
ゃ
！　

月
の
う
ち
八
、
九
回
の
刀

剣
競
売
の
仕
事
の
ほ
か
は
、
そ
ん
な
風

に
忙
し
く
過
ご
す
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
交
換
会
で
も
彼
女
を
脇
役
と

侮
っ
て
は
い
け
な
い
。
彼
女
か
ら
の
視

点
な
ら
で
は
の「
清
浄
で
は
な
い
取
引
」

も
見
え
る
と
、
衝
撃
の
話
を
教
え
て
く

れ
た
。
お
見
通
し
と
い
う
わ
け
だ
。

　

こ
こ
で
「
刀
剣
界
の
陰
の
女
帝
は
豊

満
な
肉
体
の
人
妻
だ
っ
た
」
と
か
書
く

と
、
お
お
っ
、
綱
取
も
ツ
ー
ル･

ド･

フ

ラ
ン
ス
の
ネ
タ
が
な
く
な
り
官
能
路
線

の
レ
ポ
ー
ト
に
変
わ
っ
た
か
、
と
み
ん

な
ウ
ハ
ウ
ハ
読
ん
で
く
れ
そ
う
だ
け
ど
、

こ
れ
じ
ゃ
セ
ク
ハ
ラ
だ
よ
ね
。

　

猿
田
理
事
が
大
野
さ
ん
に
パ
イ
プ
椅

子
で
殴
ら
れ
た
よ
う
に
、
俺
も
殴
ら
れ

る
と
す
る
か
…
…
ボ
カ
ッ
！

�

（
綱
取
譲
一
）

赤羽一番街にて石田亜矢子さんと
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

３月７日　公益財団法人日本美術刀剣保存協会酒井忠久会長・
柴原勤専務理事・志塚徳行常務理事・福本富雄常務理事と
懇談会を開催。出席者清水理事長・伊波副理事長・服部副
理事長・嶋田専務理事・飯田理事・冥賀理事・深海顧問

８日　福隆美術工芸において『刀剣界』第40号編集委員会を
開催（再校）。出席者嶋田専務理事・綱取常務理事・生野
理事・深海顧問・土子民夫氏

15日　経済産業省の象牙等取扱事業者向け「改正種の保存法
に関する説明会」に清水理事長・伊波副理事長・生野理事
が参加

16日　東京美術倶楽部において第８回理事会を開催。出席者
清水理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理事長・
嶋田専務理事・佐藤常務理事・綱取常務理事・飯田理事・
大平理事・木村理事・猿田理事・生野理事・瀬下理事・松
本理事・冥賀理事

16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第41号編集委員会
を開催（企画）。出席者清水理事長・伊波副理事長・服部
副理事長・嶋田専務理事・佐藤常務理事・綱取常務理事・
大平理事・木村理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥
賀理事・土子氏

17日　東京美術倶楽部において組合特別交換会を開催。参加
80名、出来高42,791,000円

17日　組合特別交換会終了後、新橋亭において懇親会を開催。
参加50名

４月２日　組合事務局において逸見税理士・清水理事長・伊
波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事が決算について
打ち合わせ

11日　「刀剣・和鉄を保存振興する議員連盟」発足会に清水
理事長が出席

16日　東京美術倶楽部において赤荻・大西両監事による会計
監査

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加56名、
出来高11,290,000円

17日　東京美術倶楽部において「消費税軽減税率制度に係る
説明会」を開催。講師は財務省主税局税制第２課消費税第
２係長佐野恵一郎氏。参加34名

16日　東京美術倶楽部において第32期第１回理事会を開催。
出席者清水理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服部副
理事長・嶋田専務理事・佐藤常務理事・綱取常務理事・大
平理事・木村理事・猿田理事・生野理事・瀬下理事・松本
理事・冥賀理事・持田理事・赤荻監事・大西監事

17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第41号編集委員会
を開催（初校）。出席者清水理事長・伊波副理事長・服部副
理事長・嶋田専務理事・綱取常務理事・生野理事・土子氏

26日　新橋プラザビルにおいて『刀剣界』第41号編集委員会
（再校）、「刀剣評価鑑定士」事業検討会を開催。出席者清
水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事・
綱取常務理事・生野理事・松本理事・冥賀理事・深海顧問・
土子氏

組合こよみ（平成30年3～4月）

　
「
日
本
刀
籏
谷
」（
籏
谷
大
輔
代
表
）

が
刀
剣
博
物
館
（
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
）
の
両
国
移
転
に

合
わ
せ
、
す
ぐ
そ
ば
の
両
国
国
技
館
北

交
差
点
近
く
に
二
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

建
築
家
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
二
階

建
て
の
店
舗
は
白
塗
り
の
内
外
装
で
吹

き
抜
け
が
あ
り
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
。

入
店
す
る
と
、
ま
ず
左
右
三
段
の
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
に
効
率
よ
く
展
示
さ
れ
た
刀

剣
が
三
十
振
、
そ
し
て
そ
の
奥
と
二
階

に
は
甲
冑
約
二
十
領
が
並
べ
ら
れ
、
さ

な
が
ら
洒
落
た
博
物
館
の
よ
う
で
す
。

　

旧
刀
剣
博
物
館
近
く
の
代
々
木
で
十

三
年
間
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

立
ち
寄
り
た
く
な
る
素
敵
な
刀
剣
店
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
開
店
後
間
も
な
い
今
で
も

来
店
客
は
多
く
、
対
応
に
追
わ

れ
る
こ
と
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で

も
丁
寧
に
対
応
し
て
日
本
刀
に

興
味
を
持
つ
人
が
親
し
め
る
店

に
し
ま
す
」
と
籏
谷
さ
ん
。
自

ら
運
営
に
携
わ
る
九
州
、
関
西

を
は
じ
め
、
多
く
の
市
場
に
参

加
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
多
忙

で
充
実
し
た
毎
日
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う 

（
松
本
義
行
）

■
日
本
刀
籏
谷
＝
東
京
都
墨
田

区
横
網
一-

一
一-

四　

☎
〇
三-

六
四
五
六-

一
三
四
四

日
本
刀
籏
谷
が
移
転
オ
ー
プ
ン

　

関
鍛
冶
伝
承
館
（
岐
阜
県
関
市
南
春

日
町
九-

一　

☎
〇
五
七
五-

二
三-

三

八
二
五
）
に
付
設
さ
れ
た
日
本
刀
鍛
錬

場
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
四
月
八
日
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

鍛
錬
場
で
は
従
来
か
ら
刀
匠
に
よ
る

日
本
刀
鍛
錬
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
今

回
新
た
に
座
席
百
席
と
二
十
人
分
の
立

ち
見
席
を
設
置
。
外
国
人
見
学

者
の
た
め
、
作
刀
工
程
を
英
語

と
中
国
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付

き
で
放
映
す
る
モ
ニ
タ
ー
三
台

も
設
け
た
。

　

刀
剣
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
近
年

は
来
場
者
が
多
く
、
ま
た
老
朽

化
に
対
応
す
る
た
め
、
市
が
総

事
業
費
約
九
千
八
百
二
十
万
円

を
投
じ
て
昨
年
十
一
月
か
ら
改

修
し
て
き
た
も
の
。

　

式
典
で
尾
関
健
治
市
長
は

「
快
適
に
見
学
で
き
る
施
設
に

な
っ
た
。
海
外
客
に
も
見
に
来

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
関
伝
日
本
刀
鍛

錬
技
術
保
存
会
の
井
戸
誠
嗣
会
長
は

「
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
、
日
本
刀
文
化

を
国
内
や
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
同
市
の
老
舗
刃
物
商
「
刃
物

屋
三さ

ん

秀し
ゅ
う

」（
関
市
小
瀬
九
五
〇-

一　

☎

〇
五
七
五-

二
八-

五
一
四
七
）
で
は

体
験
型
複
合
施
設
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

「
関
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
オ
ー
プ

ン
。
関
で
作
ら
れ
る
包
丁
や
日
本
刀
の

製
造
工
程
を
実
物
を
使
っ
て
展
示
す
る

ほ
か
、
刀
匠
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
の
見

学
や
、
実
際
に
鋼
を
打
つ
体
験
も
で
き

る（
事
前
予
約
制
、有
料
）。
公
開
鍛
錬

に
当
た
る
の
は
、
二
十
五
代
藤
原
兼
房

刀
匠
親
子
と
そ
の
一
門
。

　

日
本
刀
と
刃
物
の
街
・
関
に
は
ほ
か

に
も
見
る
べ
き
史
跡
や
施
設
が
数
多
く

イ
ベ
ン
ト
も
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
、
フ

ァ
ン
に
は
訪
れ
る
楽
し
み
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。

関
鍛
冶
伝
承
館
日
本
刀
鍛
錬
場
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

刃物屋三秀に設けられた関刃物ミュージアム

関鍛冶伝承館の公開鍛錬

G-SHOCKのBASELスペシャル、
今年のテーマは日本刀

　カシオ計算機は３月21日（現地時間）、スイス
のバーゼルで開催の時計と装飾の祭典「BASEL 
WORLD 2018」 に 合 わ せ て、 耐 衝 撃 ウ オ ッ チ

「G-SHOCK」の特別限定モデル「MRG-G2000HA」
を発表した。世界で350個の限定。日本では６月の
発売予定で、税別価格は80万円であるという。
　MRG-G2000HAは、日本の伝統と匠の技、日本刀
の「鉄鐔 Tetsu-Tsuba」をテーマとして、日本古来
の強さと美しさを表現。日本刀の鉄鐔は、手を守
るという機能に加えて、芸術性の高い意匠も特徴。
MRG-G2000HAのベゼルとバンドの中駒は、この鉄鐔をイメージし、槌起師の
３代目・浅野美芳氏の協力によって「荒し槌目」という手法を用いて、１つ１
つ手作業で処理している。
　伝統の美しさを表現するカラーとして、紫

むらさきがね

金と素
す

銅
あ か

をイメージした色を採
用。AIP（アーク･イオン･プレーティング）という神戸製鋼のコーティング技
術によって、ケースとバンドに深い色合いをもたらし、力強さの中に高貴な印
象を表現した。併せて高い硬度と耐摩耗性を実現している。



刀　剣　界平成30年5月15日発行（隔月刊） 第41号

（8）

『刀剣界』は隔月で発行しています。現在、キャンペーン中につき、ご希望の方に3号分を無料でお送りしています。組合員・賛助会員以外の方で購読を希望される方は、
お名前・送付先・電話・メールアドレス（あれば）を書面でお知らせください。また、お知り合いで刀剣に興味のある方がいましたら、教えてあげてください。（事務局）

ア
オ
バ
企
画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル
　aobakk@

pj8.so-net.ne.jp

高 

橋   

一

　

土
地
活
用
を
テ
ー
マ
に
多
角
的
な
事

業
展
開
を
す
る
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
（
愛
知
県
名
古
屋
市
、
左

右
田
鑑
穂
社
長
）
で
は
、
本
社
と
同
社

の
運
営
す
る
ホ
テ
ル
多た

度ど

温
泉
（
三
重

県
桑
名
市
）の
レ
ジ
デ
ン
ス
新
館
に
、大

名
家
伝
来
の
甲
冑
や
刀
剣
類
を
展
示
し
、

一
般
公
開
し
て
い
ま
す
（
入
館
無
料
）。

　

甲
冑
は
戦
い
に
赴
く
武
者
が
晴
れ
の

姿
を
誇
示
す
る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ

っ
て
は
死
に
装
束
と
も
な
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
身
分
の
高
い
武
将
が
着
用
す

る
甲
冑
は
、
贅ぜ

い

の
限
り
を
尽
く
し
た
入

念
な
制
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
染
織
・
漆
芸
・
皮
革
・
金

工
な
ど
千
年
以
上
も
連
綿
と
続
く
工
芸

技
術
が
結
集
さ
れ
て
お
り
、
総
合
芸
術

の
粋
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。
甲
冑

は
あ
く
ま
で
防
御
を
旨
と
し
な
が

ら
も
限
り
な
く
華
麗
で
あ
り
、
戦

場
に
あ
っ
て
自
己
を
顕
示
す
る
兜

の
前
立
な
ど
に
は
、
現
代
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
顔
負
け
の
斬
新
さ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

左
右
田
さ
ん
は
愛
知
県
岡
崎
市

生
ま
れ
。
織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
・
徳
川
家
康
な
ど
が
天
下
統
一

を
目
指
し
覇
権
を
競
っ
た
古
戦
場

が
近
隣
に
点
在
し
て
い
た
た
め
、

少
年
時
代
か
ら
武
将
た
ち
の
足
跡

を
追
っ
て
、
何
度
も
激
戦
の
地
を

訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

同
社
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
を
支
援
し
、
そ
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
、
伝
統
の
美
と
技
を
伝
え
る
甲
冑

や
刀
剣
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
、
未

来
を
生
き
る
子
供
た
ち
が
飛
躍
の
糧
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
創
業
以
来
の
理
念
に
基
づ
く

芸
術
文
化
事
業
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
直
前
の
二
〇
二
〇
年
六
月

に
は
、
同
社
の
運
営
に
よ
る
美
術
刀
剣

博
物
館
「
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
」
が
、
名
古

屋
市
内
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。
今
後

開
催
さ
れ
る
展
覧
会
企
画
に
も
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
嶋
田
伸
夫
） ホテル多度温泉レジデンス新館の展示室

東建コーポレーション本社１階のコレクションルーム

東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

二
カ
所
に
甲
冑･

刀
剣
展
示
室
を
開
設

　

新
潟
県
上
越
市
が
、
購
入
を
目
指
し

て
い
た
上
杉
謙
信
の
愛
刀
で
国
宝
の
太

刀
「
山
鳥
毛
」（
無
銘
一
文
字
）
を
断

念
し
た
こ
と
は
本
紙
三
十
九
号
で
報
じ

た
が
、
今
度
は
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市

が
購
入
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

瀬
戸
内
市
に
よ
る
と
、
今
年
一
月

に
県
内
の
所
有
者
か
ら
譲
渡
の
打
診

が
あ
り
、
交
渉
を
開
始
し
た
。
国
宝

の
中
で
も
最
高
峰
の
一
振
と
さ
れ
る

備
前
刀
を
入
手
す
る
ま
た
と
な
い
機

会
と
判
断
し
、
四
月
二
十
三
日
に
開

か
れ
た
市
議
会
総
務
文
教
委
員
会
で

山
鳥
毛
取
得
の
意
向
を
表
明
し
た
。

　

所
有
者
の
売
却
希
望
額
は
五
億

円
。
六
月
の
定
例
市
議
会
に
、
鑑
定

に
関
す
る
補
正
予
算
案
を
上
程
。
有

識
者
に
よ
る
評
価
委
員
会
を
開
き
、
提

示
額
の
妥
当
性
な
ど
を
協
議
し
た
後
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
金
を
集
め
る
ク

ラ
ウ
ド･

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
に
よ
り
、
資
金
を
調
達
す

る
と
い
う
。

　

武
久
顕
也
市
長
は
「
文
化
財
は
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
。
山
鳥
毛
を

生
ま
れ
故
郷
で
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

現
在
は
岡
山
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
、
年
に
一
回
展
観
さ
れ
て
い
る
山
鳥

毛
だ
が
、
瀬
戸
内
市
が
購
入
す
れ
ば
同

市
の
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
が
保
管･

展
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

瀬
戸
内
市
が
ふ
る
さ
と
納
税
で「
山
鳥
毛
」を
購
入
か
!?

岡山県立博物館での「山鳥毛」の展示

『毎日新聞』山形県版 平成30年３月27日
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平成30年度（2018）展覧会

お
知
ら
せ

■
昨
年
七
月
に
北
部
九
州
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
の
被

災
地
を
お
見
舞
い
す
る
義
援
金
と
し
て
、
大
阪
・
新
栄

会
（
吉
井
唯
夫
代
表
）
よ
り
五
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
前
号
の
刀
剣
博
物
館
新
築
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀

会
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
開
会

の
宣
言
は
福
本
富
雄
常
務
理
事
、
乾
杯
の
ご
発
声
は
日

立
金
属
安
来
工
場
長
の
平
野
健
治
氏
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
訃
　
報

■
当
組
合
員
福
岡
勇
仁
氏
の
ご
尊
父
福
岡
勇
様
に
は
、

四
月
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
九
十
一
。
こ

こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

■
当
組
合
員
後
藤
一
乗
氏
の
ご
尊
父
後
藤
和
俊
様
に

は
、
四
月
二
十
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十

九
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
当
組
合
員
・
理
事
瀬
下
明
氏
の
ご
母
堂
瀬
下
シ
ズ

様
に
は
、
四
月
二
十
四
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

九
十
四
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
当
組
合
賛
助
会
員
、
刀
身
彫
刻
家
の
柳
村
重
信
（
号

仙
寿
）
様
に
は
、
四
月
二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
七
十
三
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
当
組
合
員
須
藤
教
成
氏
の
ご
尊
父
須
藤
敦
典
様
に

は
、
五
月
四
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
。
こ

こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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研
磨
と
白
鞘
製
作
技
術
を
フ
ラ
ン
ス
、ポ
ー
ラ
ン
ド
両
国
で
披
露

特
別
展「
日
本
刀
の
美
」を
開
催
し
て

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

　

二
月
六
日
か
ら
の
二
週
間
、
私
森
井

鐡
太
郎
（
研
師
）
と
弟
敦
央
（
鞘
師
）

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

　

四
月
十
四
、
十
五
の
両
日
、
東
京
美

術
倶
楽
部
で
特
別
展
『
日
本
刀
の
美
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
は
二
年
ほ
ど
前
か
ら
七
名
の
委

員
（
永
和
堂･

朝
倉
忠
史
さ
ん
、
飯
田

協
会
専
務
理
事
宮
入
小
左
衛
門
行
平
先

生
の
推
薦
を
頂
き
、
一
般
社
団
法
人

TAKUMI W
ORLD

（
山
崎
養
世
代
表
）

の
「
日
本
の
伝
統
工
芸
作
品
の
修

復
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
・
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
欧
州
巡
回
」

に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
企
画
で
は
日
本
刀
の

み
な
ら
ず
、
和
紙
の
増
田
勝
彦

氏
・
金
刺
潤
平
氏
、
漆
の
松
本
達

弥
氏
と
と
も
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ク
ラ
コ
フ
の
国
立
日
本
美
術
技

術
博
物
館
（
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）、
フ
ラ
ン
ス
・
コ
ル
マ
ー
ル

の
ア
ル
ザ
ス
欧
州
日
本
学
研
究
所

（CEEJA

）、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の

国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
の
三
施
設

を
巡
回
し
、
各
分
野
の
実
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
コ
ル
マ
ー
ル
で

は
、
旧
税
関
庁
の
歴
史
あ
る
建
物

で
コ
ル
マ
ー
ル
市
長
に
ご
挨
拶
を

高
遠
堂･

飯
田
慶
雄
さ
ん
、
日
本
刀
剣･

伊
波
賢
一
さ
ん
、
泰
文
堂･

川
島
貴
敏

さ
ん
、
眞
玄
堂･

髙
橋
正
法
さ
ん
、
吉

井
刀
剣･

吉
井
唯
夫
さ
ん
、
盛
光
堂･

齋

藤
恒
）
が
何
度
も
会
合
を
開
き
、
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
は
、
私
な
り
に
刀
剣
の
展
示

販
売
に
対
す
る
思
い
や
将
来
像
を
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
刀
剣
・

刀
装
具
の
魅
力
を
今
ま
で
に
な
い
新
し

い
形
で
、
既
存
の
お
客
さ
ま
は
も
と
よ

り
、
こ
の
世
界
を
ま
だ
知
ら
な
い
方
た

ち
に
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

か
を
一
番
の
テ
ー
マ
に
考
え
ま
し
た
。

十
年
後
、
二
十
年
後
の
愛
刀
家
を
今
か

ら
発
掘
し
、
そ
の
方
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
新
し
い
刀
剣
界
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

時
に
は
霜
剣
堂･

黒
川
精
吉
さ
ん
、

銀
座
長
州
屋･

深
海
信
彦
さ
ん
に
も
ご

賜
り
、
パ
リ
の
ギ
メ
東
洋
美
術
館
で

は
木
寺
昌
人
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
駐ち

ゅ
う

箚さ
つ

特

命
全
権
大
使
ご
夫
妻
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。 

　

国
内
で
の
実
演
解
説
と
は
異
な
り
、

通
訳
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
話
さ
な

く
て
は
な
ら
ず
、
刀
剣
研
磨
と
鞘
製
作

合
わ
せ
て
百
二
十
分
と
い
う
持
ち
時
間

の
中
で
伝
え
た
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

通
訳
の
方
と
相
談
し
て
ま
と
め
る
必
要

も
あ
り
、
神
経
を
使
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
最
初
に
日
本
刀
は
単
な
る

武
器
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
、
研
ぎ
・

鞘
の
仕
事
に
つ
い
て
、
そ
し
て
修
復
に

関
す
る
注
意
点
を
解
説
し
ま
し
た
。
実

演
は
、
自
ら
欧
州
内
数
カ
所
へ
持
ち

運
ぶ
荷
物
の
都
合
上
、
研
ぎ
は
仕
上
げ

（
刃
艶
か
ら
刃
取
り
ま
で
）
を
、
鞘
は

白
鞘
の
修
復
作
業
と
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
研
ぎ
・
鞘
修
復
と
も

に
す
ぐ
近
く
ま
で
寄
っ
て
興
味
深
く
見

学
さ
れ
た
り
、
時
間
の
都
合
上
お
断
り

相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
越
し
い
た
だ
く
お

客
さ
ま
に
美
術
館
で
鑑
賞
し
て
い
る
よ

う
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
空
間
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に

事
前
の
完
全
予
約
で
一
日
の
入
場
者
を

限
定
し
、
展
示
方
法
や
出
品
数
な
ど
す

べ
て
を
統
一
し
ま
し
た
。
新
し
い
こ
と

ば
か
り
で
、
準
備
不
足
な
面
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
か
ら
お
褒
め
の
お
言
葉
を
多
数
頂

戴
し
、
少
し
安
堵
し
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

今
回
が
最
終
形
態
で
は
な
く
、
始
ま
り

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
今
年
の
反
省
を
来
年

に
向
け
て
修
正
し
、
毎
年
少
し
ず
つ
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
、
最
終
的
に
は

美
術
品
の
シ
ョ
ー
と
し
て
世
界
最
高
峰

と
言
わ
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ス
ト

リ
ヒ
ト
を
、
い
つ
か
越
え
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
齋
藤
恒
）

し
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

質
問
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
日
本
刀
へ

の
関
心
の
高
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
漆
・
和
紙
・
日
本
刀
と
各
分
野

と
も
全
て
の
会
場
に
た
く
さ
ん
の
方
が

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
巡
回
で
、
各
所
の
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
は
じ
め
通
訳
の
方
ま
で
、

実
演
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
空
き

時
間
に
街
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

イ
タ
リ
ア
の
お
客
さ
ま
が
わ
ざ
わ
ざ
パ

リ
ま
で
所
有
の
拵
を
持
参
し
て
展
示
の

お
手
伝
い
ま
で
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
、
異
国
の
地
で
人
の
温
か
さ
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
普
段
は
接
点
の
な
い
他
分

野
の
漆
や
和
紙
の
方
々
と
行
動
を
共
に

し
、
お
互
い
の
実
演
サ
ポ
ー
ト
を
し
な

が
ら
見
学
が
で
き
た
こ
と
、
一
緒
に
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の

話
や
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
親
交
を
深

め
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
財
産
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
場
に
い
な
け
れ
ば
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
私

た
ち
に
は
と
て
も
良
い
刺
激
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
日
本

美
術
の
代
表
と
も
言
え
る
日
本
刀
に
携

わ
る
研
師
・
鞘
師
と
し
て
誇
り
を
持

ち
、
共
に
切
磋
琢
磨
し
、
精
進
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
森
井
鐵
太
郞
・
敦
央
）

実演に臨む森井鐵太郎さん（左）と敦央さんの兄弟

初めて開催された「日本刀の美」展

実演前の講義は通訳の協力で

春
霞
刀
剣
会
が
前
会
長
追
悼
刀
剣
会
を
開
催

　

日
本
春
霞
刀
剣
会
の
前
会

長
犬
塚
恒
之
先
生
ご
逝
去
三

年
の
追
悼
刀
剣
展
が
三
月
十

七
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま

で
東
日
本
橋
の
中
央
区
産
業

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
春
霞
刀
剣
会
は
大
正

年
間
に
創
設
以
来
、
在
銘
に

こ
だ
わ
り
、
刀
剣
の
品
位
に

こ
だ
わ
っ
て
鑑
賞
と
研
究
を

進
め
て
き
た
全
国
組
織
で

す
。
東
京
本
部
・
青
森
県
支

部
・
秋
田
県
支
部
・
岩
手
県

支
部
・
広
島
県
支
部
・
関
西

支
部
・
岐
阜
県
支
部
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
展
観
は
同
会
に
伝
え
ら
れ
て

き
た
刀
剣
な
ら
び
に
会
員
所
蔵
の
刀
剣

を
広
く
公
開
し
て
、
そ
の
こ
だ
わ
り
美

学
の
一
端
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

会
場
に
は
名
刀
四
十
振
が
出
品
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
日
本
春
霞
刀
剣
会
が
湯
島
天

満
宮
・
参
集
殿
で
開
催
す
る
本
部
例
会

（
刀
剣
鑑
賞
会
・
参
加
費
三
千
円
）に
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
次
回
は

五
月
二
十
日
㈰
、
次
々
回
は
八
月
二
十

六
日
㈰
、
各
午
後
一
～
五
時
。
希
望
者

は
当
日
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
事
前
連
絡

不
要
、
初
心
者
歓
迎
で
す
。

�

（
松
本
義
行
）

追悼刀剣会会場での関係者の皆さん

大
阪
歴
史
博
物
館
で「
鏨
の
華
―
光
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
刀
装
具
」を
見
る

　

昨
年
末
、
根
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
鏨
の
華
―
光
村
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
刀
装
具
」
が
大
阪
歴
史
博
物
館
に

移
っ
て
、
一
月
二
十
七
日
～
三
月
十
八

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
津
美
術
館
で
の
展
示
中
に
何
度
か

東
京
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

時
間
が
あ
れ
ば
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
都
合
が
合

わ
ず
断
念
。
大
阪
で
の
開
催
を
待
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

刀
剣
を
主
と
し
た
特
別
展
は
こ
こ
数

年
に
多
数
催
さ
れ
て
お
り
、
刀
剣
女
子

フ
ィ
ー
バ
ー
な
ど
も
あ
っ
て
、
ど
こ
の

会
場
で
も
た
く
さ
ん
の
方
が
熱
心
に
鑑

賞
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
刀
装
具
を
中

心
に
し
た
特
別
展
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
明
治
期
の

一
大
コ
レ
ク
タ
ー
、
光
村
利
藻
氏
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
で
き
る
の
で
、
こ

の
特
別
展
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
阪
で
は
刀
剣
や
絵
画
な
ど
も
合
わ

せ
て
約
二
百
点
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

根
津
美
術
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
数
々

の
名
品
を
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。
刀
装
具

に
施
さ
れ
た
細
密
な
仕
事
を
見
よ
う
と
、

私
も
含
め
来
場
客
は
単
眼
鏡
を
持
っ
て

熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
名
品
の
数
々
が
並
ん

で
い
ま
し
た
が
、
中
で
も
後
藤

一
乗
作
聖
衆
来
迎
図
大
小
揃
金

具
（
重
要
文
化
財
）
は
四
十
年

ぶ
り
の
公
開
で
ひ
と
き
わ
存
在

感
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

松
尾
月
山
作
鍾
馗
鬼
図
大
小
鐔

は
、
大
鐔
の
表
の
鍾
馗
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
、
小
の
鐔
の
鬼
に

は
ど
こ
か
か
わ
い
ら
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

刀
装
具
は
刀
の
拵
の
付
属
金

具
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

施
さ
れ
た
細
密
な
仕
事
や
表

現
、
画
題
の
面
白
さ
な
ど
は
、

そ
れ
自
体
が
独
立
し
た
金
工
作
品
と
し

て
成
立
し
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
思
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
の
数
々
を
見
て
、
小
道

具
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
も
、
業
者
の
方

も
、
見
た
か
っ
た
と
、
い
や
、
喉
か
ら

手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
作
品
が
多
く
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

大
阪
の
展
示
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、

今
度
は
佐
野
美
術
館
で
の
展
示
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ご
覧
に
な
ら
れ
て

な
い
方
は
ぜ
ひ
、
単
眼
鏡
を
手
に
刀
装

具
に
施
さ
れ
た
細
密
で
超
絶
な
仕
事
を

見
て
く
だ
さ
い
（
ち
な
み
に
、
単
眼
鏡

で
集
中
し
て
見
る
場
合
は
休
憩
し
な
が

ら
見
て
く
だ
さ
い
。
私
は
二
十
分
ほ
ど

集
中
し
て
見
て
い
ま
し
た
ら
少
し
酔
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
）。

�

（
大
阪
刀
剣
会
・
橋
本
宗
之
）

後藤一乗作聖衆来迎図大小揃金具（重要文化財）

刀
剣
・
宝
飾
品
・
高
級
腕
時
計
・ダ
イ
ヤ

紀
伊
国
屋

〒
３
７
２
–
０
８
１
２

群
馬
県
伊
勢
崎
市
連
取
町
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八
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六
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
七
七
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
八
八
七
八

代
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浦 

孝
子
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■奈良県立博物館
　〒630-8213 奈良市登大路町10-６　☎0742-23-396
　http://www.pref.nara.jp/11842.htm

特別展「奈良の刀剣─匠の美と伝統─」
　世界中で広く愛好されている日本の刀剣。刀剣類は
本来の用途として武器の性格を持っていますが、その
一方では古くから実用にとどまらない、持つ者の権威
や武力、あるいは霊威や神聖性を示す象徴、そして技
巧を凝らした工芸の粋としての性格も帯びていまし
た。古墳の副葬品、または宝剣として奉納された刀剣類はその代表とも言え
るものですが、刀剣には所有者の守護を祈る象徴、さらには精神的な素養と
芸術性をたたえた、美術品としての歴史と文化が伴っています。
　本展では、近年特に幅広い世代に関心を高めている刀剣の魅力を、古代か
ら伝わる奈良ゆかりの刀剣、そして現代に活躍する奈良ゆかりの刀匠の活動
といった、多彩な角度から刀剣の魅力を紹介します。
会期：４月21日㈯～６月24日㈰　月曜休館

　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部は、昭和32年の設
立以来、刀剣・刀装・刀装具の研究、保存および交流
といった活動に取り組んできました。昨年の「日本刀
押形展～幽玄美へのいざない～」の開催に続き、今年
度は「現代の刀装職方と金工美濃彫展～匠の技と雅な
刀装具～」を開催します。題名の「刀装」とは刀剣の
外装であり拵のことです。現代の職方（柄巻師・鞘師・
塗師・白銀師）が匠の技を駆使して作り上げた刀装19
口とその刀身７振、さらに郷土が誇る金工美濃彫（鐔・
目貫・縁頭・笄、小柄）の優品55点を一堂に展示します。
会期：４月７日㈯～５月27日㈰　月曜休館

　関は古くから刃物産地として知られ、中世以来、多
くの刀鍛冶が活躍してきました。中でも「関の孫六・
三本杉」で知られる兼元と、刀工として初めて受領名
を許された和泉守兼定（之定）は美濃刀工の二大ブラ
ンドであり、両名跡とも同銘の刀工を輩出しています。
　戦国時代以降、優れた作刀技術を請われて各地に招
聘された関鍛冶は全国に活動の場を広げますが、兼定
は16世紀半ば以降、同名工が会津（福島県）に移って
明治に至るまで11代が継承しました。そして、これら
兼定名の刀剣は、歴史を賑わせたときどきの勇者名士
に愛蔵され、日本史上に彩りを添えてきました。
　本展は、現代も「刃物のまち」として知られる刀都・
関に兼定作刀が一堂に会する初の機会となります。特に兼定銘きっての名工
として知られる之定の作品が県内外から多数出品されるほか、会津兼定の県
内でのまとまった公開は例になく、必見です。
会期：４月27日㈮～６月24日㈰　月曜休館

　明治維新から150年、2018年の大河ドラマの主人公
は西郷隆盛です。
　薩摩（鹿児島）の一介の下級武士から身を起こし、
明治維新を成し遂げた西郷隆盛。しかし、この稀代の
英雄には、肖像写真が１枚も残っておらず、その生涯
は多くの謎に包まれています。本展覧会は大河ドラマ
と連動しながら、西郷隆盛ゆかりの歴史資料や美術品
などによって、「西郷どん」の人物像と激動の時代を 
浮き彫りにします。
　西郷の風貌を最も忠実に伝えるとされる肖像画や、
座右の銘を記した書「敬天愛人」。西郷がその婚礼に
尽力した篤姫が所有していた華麗な調度品には、多く
の展覧会初公開品が含まれます。また、幕府瓦解のきっかけとなった幕末の
最重要史料「討幕の密勅」も登場。そして、あの有名な銅像「上野の西郷さ
ん」の制作過程を物語る新出写真まで、西郷隆盛の魅力のすべてを味わい尽
くす展覧会です。
会期：５月26日㈯～７月16日（月・祝）　月曜休館

■香雪美術館
　〒658-0048 兵庫県神戸市東灘区御影郡家２-12-１　☎078-841-0652
　http://www.kosetsu-museum.or.jp/mikage/

没後100年記念「明治の刀工月山貞一～同時代の収集家村山龍平のあゆみ～」
　月山貞

さ だ

一
か ず

（弥五郎、1836～1918）は幕末から大正時
代に活躍した刀工です。７歳で大阪の刀工・月山貞吉
の養子となった貞一は、16歳の時には父と合作で見事
な刀身彫刻を施し、彫刻巧者の片鱗を見せました。古
来より奥州出羽月山派に伝わる綾杉肌に新たな伝統を
加え、大きな功績を残しました。
　廃刀令という苦難の時期に遭遇しますが、その技術
は高く評価され、明治39年には刀工で初めて帝室技芸
員に任じられました。香雪美術館のコレクションを形
成した村上龍平は、月山貞一に刀剣を作らせ、それを
鍛えているところを見学にも行っています。
　本展では月山貞一の作品を中心に、村山龍平が収集
した刀装具コレクションを紹介します。
会期：４月21日㈯～６月17日㈰　月曜休館

■新潟市歴史博物館（みなとぴあ）
　〒951-8013 新潟県新潟市中央区柳島町２-10
　☎025-225-6111　http://www.nchm.jp/

企画展「キラリ★新潟〈美〉の刀剣展」
　当館では平成17年に人間国宝･天田昭次氏の仕事を
紹介する展覧会「鉄と日本刀」展を開催しました。今
回は初めて刀剣美術を目にする方々にも親しめるよう
に、日本美術刀剣保存協会新潟支部との共催により、
同支部会員が所蔵する作品をご紹介します。
　本来武器である日本刀は、第二次世界大戦後、連合国軍（GHQ）によって
一時接収の対象になりましたが、その美的価値が認められ、世界的にも類例
のない優れた美術工芸品として広く認知されてきました。今日では専門家の
みならず若年層を中心にした愛好家も増え、日本人が継承してきたその独特
の鑑賞文化があらためて注目されています。
　この展覧会では、支部会員が所蔵する刀剣を中心に、無銘伝吉岡一文字や、
無銘元重などの古刀をはじめ、武蔵大掾藤原忠廣などの新刀や新々刀、天田
昭次の現代刀など、新潟市内で所蔵される刀身・刀装具約80点を展示します。
会期：４月14日㈯～６月３日㈰　月曜休館

■岩国美術館
　〒741-0081 山口県岩国市横山２-10-27
　☎0827-41-0506　http://www.iwakuni-art-museum.org/

維新150年記念特別展PartⅠ
「草莽崛起～激動の幕末を駆け抜けた松下村塾生たちの足跡～」
　維新150年を記念し、岩国美術館では、多くの逸材
を輩出した松下村塾の塾生たちの遺品を多数展示して
います。激動の時代を生きた志士たちの足音をぜひご
覧ください。
会期：３月１日㈭～５月31日㈭

印刷／株式会社日刊企画

■岐阜県博物館
　〒501-3941 岐阜県関市小屋名1989（岐阜県百年公園内）　☎0575-28-3111
　http://www.gifu-kenpaku.jp/

現代の刀装職方と金工美濃彫展～匠の技と雅な刀装具～

■東京藝術大学大学美術館
　〒110-8714 東京都台東区上野公園12-８　☎050-5525-2200
　https://www.geidai.ac.jp/museum/

　古刀期／新刀・新々刀期／現代の
３期に分けて時代の形を追う刀剣展
を開催します。
　第一弾となる今展では、平安時代
～安土桃山時代の古刀期に作られた
刀剣11口を館蔵品より展覧します。

古刀期においては、時代と地域の特
性が地や姿に顕著に表れます。ぜひ
ご高覧ください。
会�期：４月１日㈰～６月３日㈰　火

曜休館（祝日の場合は翌日）

■星と森の詩美術館
　〒948-0101 新潟県十日町市稲葉1099-１　☎025-752-7202
　http://www.hoshi-uta-m.jp/

特別企画展「兼定─刀都･関の名工」

NHK大河ドラマ特別展「西郷どん」

■草雲美術館
　〒326-0816 栃木県足利市緑町２－3768（足利公園内）　☎0284-21-3808
　http//www.souun@rhythm.ocn.ne.jp

草雲と刀工たち
　栃木県足利市は、足利ゆかりの刀
工、堀川国広の脇指「布袋国広」（重
要美術品）などの刀剣類を同市の草
雲美術館（同市緑町）で展示すると
発表した。同市では昨春以降、定期
的に日本刀の展示が開催されている。
　４月からのＪＲグループの大型誘
客事業、デスティネーションキャン
ペーン（ＤＣ）に合わせ、急きょ、
開催を決めた。同市では、昨年春の

「山
や ま

姥
ん ば

切
ぎ り

国広展」以降、季節ごとに
日本刀を中心としたイベントを継続
的に開催し、官民が連携して地域活
性化を図っている。
　布袋国広は刃長１尺強で、国広が
天正18年（1590）年に足利学校で打っ

た添え銘があり、布袋像などが彫ら
れているのが特徴。足利領主・長尾
顕長のために鍛えた山姥切国広とと
もに「国広の聖地」とされる足利の
シンボルで、刀剣女子に人気が高い。
平成元年、足利市民文化財団が取得
した。
　同館は、江戸時代後期～明治時代
に活躍した足利の文人画家・田崎草
雲ゆかりの美術館。今回の展示では
草雲が所持したとされる冬広の刀
や、足利の刀工、源景国が足利学校
と銘を入れた刀（県文）なども公開
を予定している。
会�期：５月19日㈯～６月３日㈰　月

曜休館

布袋国広（足利市教育委員会提供）

西郷隆盛所用雲次太刀（大阪歴史博物館所蔵）


